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I群抗不整脈薬が運動中の血行動態

および運動酎容能に及ぽす影響

岡野男明・吉岡公夫・北岡裕爺・高木洋・ 玉井淳・

中西宣文・大江遜・国伎武線・下村克朗・

a険近.鋭本藍脈..による拍...特に1"抗不盤際藁

が必ずしも心.，..者の畏期予後を故笹しないとの縄

をきが相次ぎ憎んその功擁についての栂誼が盛んに行わ

れている 本研究では，畏期予後左並んで治彼自憎の

もう 1つの伎である「生揚の貿H 織保するという観

点から. 1群抗不.. 脈績が運動中の血行動態と遺動耐

容能に"ぽす膨.につg検討した

8 対象と方途

対'Ht.週勘と関連のない頗個性不艶脈を有する 9

症例で，男S例，女1例，平均写闘は弱土13燥でI 金

例開質的心嘆息の合併を"めず RJangiographyより

求めた左重鹿也事(LVEF)は， 55:1:5 %と良好であっ

た 対象例M有する不箆脈の植類".宛作性上室性煩

拍I<.発作性心野創勘右lI:_'の土隻性頻鍋が6例. #鱒

続性心室頻拍が3例であった 運動負衛隊蛾".右む

カテーテル(7.5Fros:えicfibercathetcrlを前動脈内に

留置し 坐位自除草エルゴメータを聞いて owatt 1 

分間 warmmgup後...分 15wattの瀬柵負荷を症候

限界伎に緒行し，安修得とilfll<炉の体由直(SAP)，心

拍数目的心納出量(CO) 動静脈血厳禁含有鮫豊

(ぉ寸0，diff，併ence，a-v以".情ヨ保積取量 (Vo，Jを計測

した

抗不璽際藁は.d却 pyramide(凶 200mg，m似

iJetine(M)2附 rng，flecainide{Fl1∞ m，のいずれか

を経口単回投与し，策剤投与前および銀与3時間後に

運動負荷献臓を錯行した議鋼投与後の負荷依厳に"

いてl'.運動開始前と終了直後に薬剤の血中捜度を測

定した

'1IIJ'l...1JIIセンター附風間

内田畑市.帥 5-7-1)

8結果

R医院的に D!:FU:9 例中 8 例で.M は 9 例~.例

で役与前後での負荷量武験が鈍行で§た

①運動時間

各藁剤投与紅より迦動時聞が大事〈変化した症例iま

1例もなし全体として有意霊は留めなかった ID 

皇位与前570会160.俊与後"引5:t144.M:役与前4開ゴt

70.役与後m土110.F 役与前 570主160.録与後

'"土16l(秒))
②安静時および.太負荷時のv.
安静時撮大負荷晴ともに襲網役与により犬舎〈変

化した使例は毘めず。 a匹犬負荷岬のV'o，(peakV叫 に

拘憲な楚は4旨かった(0 役与前1.270士451，倹与後

1，225全497，M 役与前 1開S土3;臥役与後943会30[，

F 役与前 1. 253企"ι 銑与後1.224念516(mll分))

③安静略および般大負荷時の SAP

安静時，最大負荷時ともに薬剤役与により大き〈変

化した症例は 1例もな〈 全体としても有窟伝変化を

臨めなかった (SAP平均庄呈塑墜 0:役与前 94土

13役与後 10陥企17，M 投与前 9J:t1弘役与後9!土

15， F;役与制97:tI1，役与後鮒土15.量孟盆且監

D 俊与削 126:t24，役与後 m土23，M 投与前 127;t

28.役与後 194全26，F 使与前 1"全2丸投与後 1初土

15(mmHg)) 

⑨安静締結よぴ媛大負荷時の UR

安静時銀大負荷晴と bに薬剤"与により大き〈変

化した症例は"めず，全体としても有".釜を臨めな

かった(霊登~:D 役与制"土17.役与後 1H-l弘

M 投与帥"企'"九段与後66:1.15.1" 投与前 75:t17，

投与後71+ 12，是主息車且 D 俊与前1<0士20.投

与後 111.:1:26，M 般与前 130:1:21，役与後 133土払

F 投与前 '"企20ら投与後 13;全30)

⑤安併時および最大負荷時のむひと a-1;IDo，
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聞 ， t屯.例の.. 僧・・および沼崎中の・ヨ臨調ItaA(V，ん). "':'-f命幽量(CO) . ・.W*"禽有・.(._~ 0".)(1)他格

国 民間健闘，(.011..>
友 vo， 11. .町鱒..a与時.よぴ各賞斜健与佳 いずれの・合n 安解崎の値に重量"0< 竃.胸中島憾。，

同織の場却を示した

.，失 αJ 11， ... 飾椅-~動中期までl三盆を留めなかうた >!I'， d刷lPYl'lImid隆俊与舗のh週配地4院に噌加が扇

mちとな，.・犬負荷"にほ..町M搾俊与司.ょU憶の賞銅像与ll'比・a して明らか.!皇~I!I.o t;
右・""...ニS凶いτ"di船仰向m出 a与倹のみ遺働陵与にその闘犬が飽の.舎とlt.脅して著明と命令

た

安静"のcoはDと".与徐に減少傾向を毘めた

が有...は留かヲた a島大負荷聞には0"与畿に.い

て，者明に減少した鑑例t幽 1)<含めて8例中6例で

減少.・~. 金体色しても有憲に低 F した'"与紛

11. 7.:t 3・.，実与後9・主2.HJ!分)J(陶"区上〉 ー方，

.大負荷"の.-oOo，t..D役与後においてのみ有志巨

大8<なうて.，【役与前日 lま3.1.t量与後 U.h
3.1(mlldlリ{図2有土).coの欄加が仰制されたこ

とを趨付紗ていた MOよぴFでa.・大負荷闘の

。0に有忠信度化を鴎胞なかヲた(M: i史与制 IO.1;t

，..綾与後 10.5念3.1.F:俊与前 日 8土3.~. 役与後

11.6ま‘ ow分)J(園'"下，右下

⑥ 選鵬前副長の高綱血中a度

いずれの10Mにおいても.有効血中M の下隈にあ

り.週蹴前後で大きな変化...め&かった<0遍..鵬

1.9企0.6，遭動後2.0:t0.5， M 遭働附0.7企0.2，湿

.後0.'全O.Hllll/mll.F: ~I崎前 lω全38.運動後
l防土~7(nll/m l)

， ~. 

CAST""で示された ""ゃ10"'"不I!脈離が子細長

脅かえて，て葱〈したという舗療"全世界記衝・4を与え
た ζのよう.鰯集がbたらされヒ原因について。銑

不盤飯沼の有する飽不盤録作用や険性皮力作mが関与

しているζ"智雄宿されている "不感線灘が...... 

心，.向島に及。奮す陣俊安力作mについて".側々の謙綱

では検討されて0'.同ー個体で111院の厳網について

比依倹附きれた鋸告も散見書れる旬が.題鵬..の心傷

能や遭・圃脅"'に及ぼ..，・.多・..の高綱区ついて

比・...射した線告はほとんど.い そこで，本研究で

は本郊で依然使用頻度の高い 11博氏不盤厳粛3婦に.

いて..・a励。の鹿行闘鍾や浬働耐容憾に&Itす彫.に

ついて比叡倹射した.その結果，心..1111正常命銀側

に継いてn，1."‘こ腐する Dに2凶いてのみ明らか.

coの噌筑副署創作刷が寵~られた ζの備に HRに"

有憲な変化を毘め4旨かったこ とより. 1回納附量の制

加が初えられた.のと者えられる これがただちに. 

.. 耐繕能の低下をもたらさ会蜘ラたの".健常者で"

，.，政為で示される家制向性楓停による代償犠転が作動

したためと考えられた しかし.この敏男Fを・大限軒

mして字うじて運動耐特能佐保持していると考えられ

る心不全館関でU 臨床的に大きな問.，なる可能性
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もあり，実際の鍍例を通じてさらに..，守する必興があ

る な払叢剤血中撮貸の剖妥結集から，各議鯛の効

果岬強弱が今回の鮪燥に修響を与えた可能性怯否定的

と考えられる

s 箇箇

Disopyramideは. .0(.-11艇の良好盆.. 例においても

運動'1'のむ納幽墨噌加を仰制したが，何鷲xiletir悔や

れ氏側nideに...このよう魯作用が比般的少ないと考

えら"た

5叉... 

J) The CAST川 atlgators:Mortality and mor 

... (..， Do，)骨量化

上左:di90PY司 mlde投与附陵町

・〆ノ 回の'"化，上右:di田oyraml出控

与前偉の a-vi))， j(化唱下車 mex.
ileti.障担与前蹟の田町U.下

右‘，，~置inido! 控与剛棋の coの賓
化，艦大負荷時に拘いて，disopyr‘ 

amide但与惜のh有書に.00の増
.‘ム. 

加の副置は減少し，祖母vDo， U.大書

〈なった....安静崎.，四凪'"

愚大負湖町， C: c開Irol(軍用非曽

与時J，1); di回開nmide恒与極.

c F M: mexiletir首位与偉， F:fle. 

Peak Ex cainide担与枇

bidity in tot!ents Te<:eiving encainide 

flecaimide. or pla目~bo. T、ecard陥carrhythmia 

叫 P咽 剛 trial.N Engl J Med 1991 副

781-788 

2) The CAST 11 invest川gato悶 ε町民t01 the 

'"川町内ytllmicagent moricitine on剖 r別，，'
aft"r myocardial Infarc伽 n.N E暗IJ Med 

1992 : 327 : 221-233 

3) Hoffmeist"r HM， et舗[: Negative inotro仰C

eHed of c1悶~I 叩tiarrhythmic drugs: Compar 

回 向 。Iflecainide馴Ih d釦 PYTamide and 

quinidine. Ellr Hf!(J吋 J1987: B: 1126-1132 
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運動誘発無症候性 ST下降の臨床評価における

ドプタミン負荷心エコーの有用性

車問芳衡・本間樽・活排俊太・慣山広行・哲翁弥生・

浅井邦也・ 多国緒美子・宗像ー錐・俸図橋・早川弘一・

運動負荷時に"められる ST下降は必ずしも心筋虚

血による変化ではなしこれを心筋虚血所見と判定す

るには ST下賜に加え 過性の窓漕琉低下，左盆局所

盆選動異常などの仮明が必妻である 本研焚で陪運動

負荷時 ST下降の臨床的野偏に必砂るドプタミン

(006)負荷むエコ の有用性を選動負荷 TI心筋シン

チグラフ.f-(El¥-1'Dと比厳した

g 研興対..および方港

II研究対象

付..は金例》レヲ ドミル運動負荷B実験において 0.1

mV易上の水平型または下向盤 ST下除を5認めた症例

であるかかる 40'町{男 33例!女7例， 57土，."にお

いて DOB負荷むエコーを施行，この 40例中 11例が

トレッ ドミル運動負荷隙験にで無症候性 ST下降， 2氾

例は有症候性ST下降を示した E，引は 38例にお

いて行いその内.."男 32例。女6侠j，59全8旗，無

症候位 ST下降 218略，有症候性 ST下降 11例である

21 006負荷心エコー

国 8を附院自，..より符鋭静注し， m.aはりd同/
mmより周他 2tiI'iまで3分ごとに 4μgずつ憎量

さらに噌震が盛夏な温合に I~ 25 uよぴ30μgを用い

た心zコ "負荷附と各用量で，.の断層自民を記録。

刷所壁運動の鰐価陪左心室鍵を 11分割し，，段階評価

(hyperkinesis，凶onnal，mlld hypokin四 S，severe 

hypokine到50akinesis， dyski憎 sislにより行った

ooB負荷により 00'町."， bypokinesis以上の一過性壁

遍動懇化が出現した喝合を陽性とした

3)選動負荷TIむ鮪シンチグラフィー

運動負荷には臥位自転車エルゴメ タを用い!負荷

..志医駒大学.，内側

内 ' "間耐帽 子駄判-}-5)

..は 25Wより開始し. 3分ごとに 25Wずつ場加し

た 2・'TI口 111MRqを負荷鈴了 1分舶に役与し負荷

修了直後および3-'時間後に撮像したTIl可分布の

解価には 3方向の SPEC1'像にて左心室型を 9分割

し!戸時ialred出 ibutionまたは cDmpleter.“自""
U仰を毘めた渇合を再分布陽性とした

，)冠動脈進膨

.t-u健全例で継".府富膨を施行， AHA分額"%以よ

(内包>75%以よ)の掛質的決窄を有愈冠動脈病変と

した また，有窓絹変のない例ではアセテルコリンに

よる窓般錨鶴売を施行した

s繍.. 

II負荷時の血行動態変化

関 1に008食荷也、まコ-， El¥-1'1 j楢行鱒のむ鈎散.

収縮期血圧， raM pres到repr'吋~，の変化を示すい

ずれの槻槻も以3自負術縛に"還動負荷に比べ上昇が

経度であった

"冊R負荷心エコー， El¥-T!による魁動脈病変予.. 
以)s負荷心エコー縮行例。 Ex-TI純行例の窓固め脈

術変を 身眠症候性およ!F;旬症候位 ST下降例に分り表

1に示す金例 トレッ ドミル運動負荷S戒厳にで O.1 
mV以上の水平型または下向型 ST下降を"めた症例

であるため."%以ょの高度袋町"を有ず例と，0-25% 
の正常またはど〈腫賓の病変.有すのみの例に大別さ

れた また遜.舗が鶴発された例肱をかった

ooB負荷山エコーおよびE諸 TIによる有窓冠動脈

病変の診断摘度をき隻2に示す DOB負荷心エコーの

senSlttvlty， speだificity1:ま!無佐候性および有症級住

ST下鋒例いずれにおいても9{)%.l'L上を示し，有意冠

動脈病変の'診断に Ex-Tlt同等以上の惨断"度.示

した
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ドプタミ ν負荷心エコー時の血行動.
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日""咽剛同"叫Utl (RPP)の~1t
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o'民地負荷心エコ-"よぴ，.-引による有.....眠綱震の

o陪伺E

ドプ円相 山 ー の 組 問 盟 問

幅症候性ST下降 有庫民性ST下降

Sensitivity 91.1% 回 "
~眠l f1dty 1側% 1ω% 
A田 uracy 91.1克 国，%

F蝿 iti四 PrHlictiveVal叫 lω% iω% 

週動負荷"心筋シンチグ' 7i の翠動服飾変噂断糊盤

l舗銀銭餓5T下冊|有鐙健5T下降

』叫tivity

50回 licily

Accuracy 

，.曲tivePrHl叫iveValue 

5鎗a・
遺動負荷"にみられる ST下降...に'眠症候性 ST

下障が心筋虚血.示すかの判定は趨際的に...であ

る従来。Ex-TIで".られる揺漕流低下をもって心

筋血血所見と判定きれているが.，陸近.oos負御崎の

む筋・凪に伴う左車問所優運動係下を倹tHしa血.. 会

断ずる 006負荷心エコーの有周盆が桜包きされてい

る時刻ド研究で運動負荷時に 0.1mV以ょの水平型ま

たU下肉"ST下"を示した例において 008負荷ω
，コ の有則性.検討しk ところ.006 負荷心，~

踊，% 畠t.3%

回 3ヲー '00% 
85_1% 回.%

田自% E加%

は， ，眠症健性および有値観性 ST下院例いずれにおい

ても冠耽眠術賓の.. 断に運動負荷タリウムシンチグラ

フイ』ーと同等以止二の膨断...置を示し，有用伝検筆法で

bると轡えちれた

S 文献

1) SIIwada SG， Segar DS， R}'an T. et叫i':':hoωr

doi.l[faphic detoctll>l陥 ofCur伽llIry.tery di民'asc

durinl!" dubutamine infu隠 O札 Cirru41tion1991 ; 

8J: 1605-16H 
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一過性意識障害の診断における自律神経機能検査の有用性

上 山敏司・雌浩子・佐谷修・笠怯様・

羽野.;t三・有図幹雄・上野雄二・西尾一郎・

Syncope. faintn(鑓など¢ー過性愈鉱陣容は循環器

内科領域において，.比・史的多い主訴である 病歴を

野細に聴取することが."基本的であるが，発作をと

らえることによりa隆容約に惨断が随定する .. ・2集息

として sIck，，;町~"刷drome. comlete AV block信ど

の徐嵐性不盤民.v，などの鋭原性不盤凪あるい"虚

血"...心筋症のような楓繍由な心拍幽盆の低下など

の，.鯖な..閣もあるーしかし心エコ四臥運動負荷心

電趨 ホルター心・置や心a・m・テーテル舗査でも基礎

線総が明らかになら，..I参断がつかないζ とb多い

今回は各種の自律締.. 検筆.飢み倉bせ 過性窓"

陣嘗の鑑例の怠舗に.砂る有用性.. 食射した

5 方滋

日本コーリン祉制 CBM2000を細いてトノメトリ

法で血圧を beatto beatに測定した少な〈とも"分

間の安僻臥床でのcontrolの鰻集後....の恥吋"'

削除金行ヮた115分から'"】間}縫いて v.，鈎Iva1( 

M(40mmHg. IS砂附息止めれ噺動民調マッザ ジ，

繍伶昇圧鉱厳(氷水に左手関節以下を 1分間複す，.行

い血圧.む鋪叡の変化を限努した な. 磁の信定例

"入院のよ.礎物負衡を行い，さらに検制した

検塗の結集U随 1に示すように恥adup tiltで血圧

が低下し.Valsalva隊"で。四時加。，.認めず.懇冷

昇E畝取でも血圧が土舞しないものを忽立性低血E

bead up tiltで血圧が低下するも. Valsalva.繍訓告界

庄がlE"反応.示すものを血管逃走伸雄反射，頭助尿

洞マッサージで徐線あるいは血圧低下を8たした例を

扇動燃調過厳也被"と.. 断した

.楠山県四"人智嗣圏内"
作帥初制批. ，"¥) 

s結集

各々の具体例を示す

償うつ."，周中の患者でI 台所で作業巾印刷開制

を忽こし， ω10M!'綬bれ.当斜金制介された "況

より組立性低血圧を緩い田 bead-upt・" .作ヲたとこ

ろ，収劇前期白隠は ISOmmHgから 15・nmHgに低下

し.，制"'"鎚Sを訴えた さらに Valsah's獣験で4網

の Qvcrshootを寵めず(鴎2)，組立性低血圧と島断L

た

次似合祉で納礼ゆ。思・消失を8たした綜例である

Head-ulI till後"分で稼IIl>血圧/ln:をきたした本

例は v.，舗，，，鼠麟で 4鮒 のovershool"留め{図

的.規事伶鼻E似踊でも正常反むであり，血管速走柿続

反射と惨断した

次の症例は.上を向いた時に fainlne踏を絹こした

鋭例である 額国防漏演を座追すると心停止をきたし，

解輸する kω錨が問飾し(踊叫 顕動脈調過敏~餓隣

と惨断した

， .とめ

1. Hcad-ulI tiltで'例(47%)に血E低下を隠め

た

2. Val副，，"峨で6例{幻 %1に拠常を認め.，，~ 

性低血圧と.. 断した.

3 鎖働脈調、Fヲサ ジで6例(32%Jに徐IIl.血圧

低下.隊め，頭耐服務a・a催候貯と鯵断した

4 宛仰の状況より血管巡走悌鍾反射を被ったが発

作..."できなかった例bあり.血管遂定椋緩反射と

鯵断し得たのは 3例(19%)であった

5 俊道全体でf9例<fl.13例(68%Jに発作を瞬発し

梅た 本誌は外来においても比厳"闘僧に鶏絡で..

過性盆織鱒轡のスタりーニングに省川である
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肥大型心筋症患者での下半身陰圧負荷法

による圧受容体反射機能の検討

清水完悦・ 鍵月俊司区・ 磁図秀人. .湾俊樹・

熊谷典子・ d、湖顕ー・ ..崎m・'"・ 木川岡隆一・

a最近Counillanら.'"大..心筋笹川CM)血者の下

肢遭動"の前蜘血....測定し，約S分の lの鐙例で

附随血混血の低下しない拠常反応例があ，.これらの

例の多〈でト νヲドミル飢酸時巨儒erdtehy凹e制

刷。刷...め..死の... 震の高いことを鰻告した"この

ことから HCMで棺遭動中にω脚伸展安容体(CPs)

のうち咽trkul.rn田 "'M聞削併の異常>)1-/11に

存在し急死との随aが纏刻されているまた Gillil(an

ら11head-up ti1t .f行い.失神の既往僚で健 tilt以殿

"の低血艇の発生... 置が宵<.EB隆容体反射... のa・
'信金銅告したn

このように HCMa場で憾，しばしば""が..めら

れ.その・，.の 1つ主して"，隆容体反射を介する束"

....贋衡の異衝が鎗測きれている しかし HCM息宥

で下単身倫証負荷峰(LBNP)を}U¥.CPB・健会厳密

に"備した線M な<. .た起立耐容備に闘する成却

も少ない"ので績射した

I ，・2量
対象1J.朱治畿の HCM15例{男 M例 女1例).平

均"企12・I(S.D.)。心・""対粛は 12例【男).平均

~6;!: 10・Rでhヲた HCM例。ま NYHA心織能分銅よ

I度 12飢 1111'3例で.金例失仰の既往Uなかヲた

まずMそ ド"よぴパルスドヲプラ槍により。左

室 町刷.0，，)， a....“VST， PWTJ 左当面;0入血

健適度(A.防 A!E'京@た

L8NP 1;1， CPB減免.'Jaとして 5mmHg{6 

分)， -IOmmlhr(6分). -15mmHgOO分)， -2{l 

mmll，( 6分}の低 LBNP(low LBNP) ついでCP.

邸主ぴ動脈伸鵬受容体の誠負荷"酒置とされる " 

.鳳大写闘零働勾偶

作用柵原市.1;&1-15-1} 

mmHr(tOj})， -60mmHgUO分)の高 LBNP{high

LBNP)を行った刷この闘マシシsット法で血圧(""

Pd) i.心電悶，り心錨・!k<HR】..色*稀'健福島でむ係

般にIl.i!来初.. 鍵【TPRI)f'. strain伊"'"岡町，

mogrlllhyによ 9右前崎"民星(FE問。右前倒..".. 

!lt(FVR) 1:.友射修.，りカテーテルをいれ中心静銀

座 (CVp)t. tたCVPlineより鍵血し血痕間repme

phri嶋 (PNE)を測定した CPB健相率。 lowLBNPM

の FVRの反応より，積い組立負荷状・Uhlgh L8NP 

時の血圧偲下院 HR'円十CI・TPRI• CVP. NE 

の反.It.LBNP耐曾時間，り判断した・同(.c1SLBNP 

巾著しい低血圧や低血圧".突出現勝には途中中止し

た

....・'"平均値>1111価終で示し，統計学的検定は

U叩 airtdt憎 し repeatedANOVA. .網開降車um
い p<o.~以下を有'"した.

5・..
l 心エコー所見{袋 11
HCM Ifl;t， v健常事事に比して左隻径の鮪小傾向著

しいむ肥大.&食盤彊早期斑λ遭の低下をみた なM

心車中限肥大1W117例."宣ぴ湿性.，大週間は .. 聞で，

左2館内m.UJ慌に毘めた

2. LBNP耐の所見

11 LBNP前の循環"'.上の麟鋼板Mよぴ PNE

署長2に来すように，全身および*紛繍環鋤飢 PNE

ともすぺて HCMlft心備常鮮とに有窓盤以信かっ

た

2) LBNP時の全身循環働.

Ps. Pd， HR， CI. TPRIの .".問。 ISmmHgの

low LIJNP略. -~OmmHg あるいU:-60mmHgの

high LBNP鴎の変化を.臨 1に示すps， Pd. HR It 

阿"と.安併時より lowLBNP;.では変化し.かラ
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制"・的22M} HCM UJ p yal..e ，，" 
国，~， 41.6土... 43. I土7.2 0・6
IJ..( .. 冒. 百世;1;2.2 ".官主7.' 0.07 
IV$T(mml ...主...". ，主... ι刷.，
PWT伽聞か '.9;1;1.0 ¥4.4;1;3.5 ..副.，
A(cm/_l ~l;t 1 3 劫 .13 N.S 

"口官1，陣。 601;1;13 53::t:12 '.02 

"̂ 。喧喧7:t0.JI l同宜..踊 N.S 

叩吋SIl

•• s“・U...nl_ "fo，. LBNP 

:11!日
IICM ， .・h時(..-1日

z、(mmll，) ，..宜" N.5-
向 (mmll&l "主畠 11i:1l N.S. 
HR t同盟首} "傘? 副主宮 N.s 
c， (/Imi'"耐3 ，..士'.7 3.1 :金... N.S 
TPRI (dy陪血>l:/r:m-'.m') 2.145士S却 1路4宜." N.S 
FBF (ml/l帥mllf岨皿Imin) 2.事士'-' 2.3:t0.8 N.S 
FVR (田川 ~士" ..士" N.S 

cvr (cmH，ol ...宜2.' 10.3宜" N.S 

PN'【四/mll B伺主1伺 ま捕土 .. ， N.S 

同・・%SD

.......ゆ句》
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・四 "・'"I~"-c.，-岬
旦ニ旦主ムEE
".・m•• '<0.01 
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企 FVR (") s CVP (，，) 

-・*1'<0伺 1

《聞神..，

岡山甲山of.4FVR .，，11 4CVP durllll 101< I.sNI' 

-め• lv圃・ -~ • . . 1).' -1.1. 。。 同-.11，.・b田7

さ~
。 網-".. 、 -1 ヨ九

‘ 
。 • "J 、・F。

司 • • . 晶 晶晶晶

画 • • .・ • • • • 一"7・" .. " " '" " '" 3・-H，F • 

i、
" 相 • 掴IVST (mm) IVST + PWT 

闘 3 4FVR du吋胴.>・wLBNP.円dLVH 

fl 3 P...・嶋崎町 relaled'0・rtho-t.tlc初随附nω durlnl

h1rh IJINP 

Cfn割E当tr1o2l}s HCM IS 
(n"15) p v.lox 

'" (mmHg) -，士4 -"士" 0.1 

dP' (mmlllt) ，.， 4全9 NS 
4l1R 代砂叩} 口土7 "土' N.S 
MVR '%1 開土" 31.1:45 0.0・
dCl ，%， ー剖士9 -"士宮 N.S. 

4TPRI "， 48:!: 19 "士口 N.S 
dCVI' l%' ←"主"-ro土21 N.S 

.:1PNE '%' 1"士皐】 l羽土" N.S 
LBNP ti"司 (min) 47.3士" 46_1士，.. NS 

"回目印

• 
-

(mm) 
-.. 



たが。 highLsNP時には岡鮮とも Ps1.1:低下し.HR 

，，，.した CI.TI'RIはlowLRNP時より有怠に変化

し highLBNI'時記Uさらにその変化を精した fJ:15 

IICM n: tむ健常鮮とはすべての時点に差がなかっ

た

3) CPLI<<l飽

凶2に. low LLlNPII%のfVRの反応(%<1FYR】幻

よぴcvrの反応(%<1C¥'P)の比畿を示す図設の

FVRの反応は 4時点と も七健常"に比しHCM群

て明らかに低下していた この隙図右の cvrの反ι
には 4時点とも2!キ聞に登はなかラた また£健常野

の fYRI!安0・"に比し lowLBNPのe時点とむ有

倉に楢加したが〈すぺて p<O.051.IICM併では..，

点とも不変であった〈すべて II.S.) す。わら附負荷の

低下にI!2"，聞に墾がないにもかかわらず。 IICM"

では FVRの.".反応がな<CPBt拠能の陣轡を認め

アこ

この CPBiI能と何が細関するか繊'唱したところ，

闘 3に示，ように心鍵常勝と HCMIfの念体でー"

IIImHg時の% <1FYRとIVSTが r'"-0.63の網開

を，また IYSTとrWTの租がr=-0.61の伺聞をみ

た しかし HC川鮮のみでは前者が，=ωO.34ゆ=

0.20).後者が r=-O.28(p"'O.3削とと bに有3宣伝相

闘はなかった

.，起立耐容能

組立耐容院に限越する..術慣のd変化合，表3に示

す HCM 得で~Ps 1s J; U"%~FVR の低下傾向をみた

がすべて有gではおかったまた LYNP途中中止例

は心健常併で'"例.HCMdIIでは4例いたがIその出

現傾月置に有"霊はfJ:1}'った

S場'

HCM庖省の crB倹艇に関する縛しい験射""々

の知る阪9いまだ伝きれてい伝い本郊同酎ぬらが，

"例の HCMl!I容に“初 mmHgおよび‘OmmHK
の LBNP~ 負荷し crs樋維の依下.，健闘している

が刷。CVP等の前負荷の澗定がな〈 また日20mmHII

の LBNPは純粋に cr8のみが誠負荷されているか

不明である今回の CVP溜定に加え小刻み仕 crB減

負荷制調障の成納.t:') HCM.II!者の cr自慢艇の低下が

明らかにされた凶雌らU:HCM 鮮の IVSTとー2.

mmHg LBN I'時の~FVR との聞に r '" -0.81の高い

線開会示し 続々 も健常鮮と HCM君事と会合わせると

r'" -O.G3の剣闘を得た しかし後々の喝合同CM"

のみでほ有重な鍋係で"なかった HCM他省での

CP8恨能がどの郎位で陣沓されるかが同館主主る今

回の威厳からは.心街筋自体の壁"にかならずしも依

.(.... Vol.27 札 PPL.5 (日踊) 113 

存しない組線学的性状の変化が・'.Ci'LI a飽問書を引

き組こ しているこ kが考えられる

局立耐容能について陪 Giannatt四 o'" ". Levinc 
o"による運動選乎の心肥大例。Grassiらによる碕血

圧性叫肥大例へ先述のG・lIiganらのJ1CM失倫既往

例の報告'"拠依り心健常請と象をみ留かったその

種陶として， “CM!.!!.者で"左室内院が小で心肥大が

強<complianc@が著し〈自降下しているためlm，af*

のml<<:halloreceρtoril1動員されにくいことが准測さ

れる しかし今聞の IICM例に"失仰鹿住例が入って

いをか9た対象の~，まり . LBNPとtilt臥蹴の検定訣

の益拠IH. も膨，した可飽色は宥定で倉"い

S舗s・
HCM忠省では、他の心肥大告示す疾風k岡繍"心

腕仲良受容体働能の著しい隊轡...めるしかし urth

astlll;C toleraoceは 持続退勧選手の心旬大，高血U主

性心肥大と巣セり保たれでいる

S 文獄。Coun;hanP1， Fr白 meauxMi'、Vcbb01. <'1 al 

Abnarmal v岨 ularr……… 
ill hypertrophic c由rd;om)"opath)". Circuω"" 

1 991 :84:~泌 696

2)G川iganOM. Nilloyanno仰 ulosP， Chan WL， ct 

al : [11畑町gatiollof a hcmodyr鳩山 basis加

"町。pe;n hypenro凶 cω叫 omy岬制hy.Use 

of a hcad-uJ) lilt附 t.C;rwlot酬 l鈎 2: 85 

2140-2148 

3) Mark AL and Muncia G: Cardiop川 町lO11aη

barore何exesin humans， ;11 H制 tlbookof I'h}'si 

ology白 Sh叩 herdJT and Abboud FM (c剖

&<<:tio附 2，The Cardiovascular SYSlem 1似3
Ql ; 195.813 。Lcvin巴 BO.I副首 LD.Buckcy JC. el al : Le向
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問国1in human d居眠 acritical review 01 

methods and results. A... J Physiol 19的。'"
H 581-H 593 
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慢性心不全患者における心肺運動負荷時の交感神経系，

レニン ・アンジオテンシン ・アルドステロン(RAA)系の反応

アJ ジオテンシJ変換樽乗阻瞥到来役与例での検討

加藤雅彦・ 荻野和秀・ 衣川徹・ 野口法保・ 酒谷樽紀・ i化澗秀之・

尾崎就 ・ 松本展o・ 都図俗之・ 小 竹 ， .・ 英柴裕人・

近年，心不全患者において週動防の得唱体液性因子

の反応が検討されてきている Franci自ら"は運動貯の

カテロラミン反応を検討し，重症心不全息宥では越動

時の交感神経系のドライプが網対的に低下していると

線告しているーまた も.'f金鍾者の運動時の受縮紳鍾

系，レニン・アンジ"ンシンーアルドステロン(RAA)

系の反応をアングオテンシン夜像画ゆ衆阻香剤投与前後

で鎖闘した報告比 Creagerら"， M叫ligamr，"によっ

てなされているが いず札も少敏例での倹肘であり I

健常者との比綬俗行われてい偉いまた Kirlinら叶ま，

心T、全患者の濁E防署 RAA系の反応が健禽者に比し過

大であったと報告しているが心不全盛盛度匂の績閣

は毘められ盆い

本研究では慢性心不全息者の運動向の血甥ノルエ

ピネアリ/".RAA系の反応をむr下金a症度鍔に比鮫

検"した

S 対a院と方議

慢後ω不全@者'"時(NYHAc1ass 1 : H例 日

16仇 IU: 7例}左平均年"に有恕登，..・0老い健常

者 13例を対..とした心不全患者の基礎侠4¥1.1，JJ血
性心".. 院l'例，弁脇佳 16例鉱張型心筋症8例I 高

血圧後w笑"1例であった 坐位自転車エルゴメーータ

.周いて徳銀限界性心毎週働負荷を施行し MGC社

製 CardiopulmonaryExercise S)'Stemにて最高際業

銀河収量{開akVO，)およびV-slope法による峨気候代

割闘値{凶~erobi c Ihreshold : AT)を欄定した 上腕

動脈より仰臥位安静時(30分}および運動鈴7置後に

傑'"し，血厳ノルエピネフリン(NE).血媛 νニン活性

(PRA)。血蛾アシジ.テンクンII{ATIIlおよび血清

-島町同開.俸制 醐

(亨曲栄子市市 町附

アルドステロ/"(ALD)調度を測定した

S結集

Peak VO，. AT. peak work raleは健常宥と'"鍋

Iとの聞で有愈塑を認めず.Cla路 11.1口と盤症度が増

すにつれて，これらの椴婦は有意に低下したt表 11

選動隊前崎の風圧はc1ass111で有憲に低下を示した

安静防の神経体液性闘予を健曾者と比較すると.NE 

はc1ass111で有窓k高舗であり， PRA 1J:c1ass 11，山

で ATIIloI:class1. 11.川で.AlDはClass川で有

窓に高舗を示した(悶 11 般大越""底後での例経体複

性園子を健術者と島敏すると NEは有窓差を飽めず。

PRA U: cla8!l 111で， AT 11はClo鎚 11.日Iで， ALDは

d.毘 IIIで有愈に高値であうた{掴"

s 考書提および舗隠

NYHAむ複能分額がよがるにつれて，peak VO.， 

ATは次郎に低下し。心不全"往復毎に耐智能の低下

を包めた週動隊泡k時 NEは，有窟登を認のないもの

の.，臼ssll1心不全患者にて低値の傾向を示しており

FrHnにおら"が報告した民健む不全患者の運動防交感

神縫ドライプは相対的に低下を惚めた所見k比般的良

くー殺すると考えられた一方.class川ιν不全也省の

RAA系は，安静時よりすでに克進が認のらn.しかも

運動取後において b健常蓄に比し有愈の高値を示した

ことから，mt.E心不全趨者の RAA系は高度に賦活さ

れたと考えられた

今回の研究からは14J不全血者における RAA'*:1翼

活の倹序についての"..な検討はで書生いが本尿剤

の使用 低ナトリウム血症.腎血流量の低下，安感伸

経刺搬を介移る β刺激などの要闘が聞与していると

考えられる・l

RAA 1(，の充遡陪心不全の予後k附団があるとされ
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ており制令嗣心不全重症，.がよがるにつれて飽めら

れた過度の RAA~院の元造...心不全の予後不良凶予

の1っと.えられる

S文献

I) Fraocis GS， Gold抑制thSR. Ziesche S. et ..1 

Relative attenuatian of叩 theticdr岡山r

ing exe目i!lein仰 tientswith cω唱estiveheart 

fai1ure. J Am白 11白 rtliol19・5; !i : 832-839 

2) Cuaaer MA. Fax併、 DIへWeiJll空r0....， el al 

H.酬岨ynamkand neur仙 umoralTt'I砂-初

出 ci!lein patientl州 h叩酬veheart fai1 

ure t問 aledw抽 captopril.Br Hearl J 19・s:
日 431-435

3) Mulligan IP， Fraser AG， Tirlapur V， et al: A 

£腫"札27 SUPPl.5 (199扮 '"

，，""馴mizedcro錨 o.町 臨 時 0'飢山岡1in 

C叩 tiveheart failure. Ha吋 同micand 
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岡山I，山間畑町. '"吋国附

恥artfailure. Am J/<ltIrl J 19創'" 回9-51‘
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lIormor.es r帽ulatingcardiovascular function 

m pa印刷…町一回rtfail哨

and their relaliun 10 n時rtality.Cin:ω卸刷。"
出初鍵 17:到D-113焔
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Head-up Tilt鼠験により誘発される失神発作目機序

.，般超音渡去による検討

水井知雄・ 要略図 明・

上畑昭". 水野谷ー・

高瀬凡平・ 中村啄治・

中村治縫・ 辺智文雄・・

疋図浩之・

石神1Il侶・.

近年。原因不明の失伸継者に対しlIead-uDlilt M 

験n-lUTJが悶いられ，そのE断的有周が認められてき

ている".HUTにより瞬発される失神発作ほ締曜関節

性失神印刷roMecliat'剖 Syncope)と呼ばれ，徐E眠め

低血庄に伴ぃ失神発作が生じる この失神苅作の燭"'

として 自律伸....微の腐与が示唆されているがその

詳細は明らかでない 動物実験において左重の後械的

受容体刺激が， C flberを介し01受感神経を興奮さぜ徐

..ゃ他血圧を引S組こすととが報告されている今回，

a々は HUT錨行中の左室容星および左室観能を経略

的に事者定し，鶴舞される失神発作との開直について検

Eずした

s 方法

対象は原因不明の失神秀作および失神前駆症状を脅

する"例明性6飢平均年働"土27劃""度銅剣

の'"図利eHUTを'"分施行し，む司自鴎モニタ 下に

血圧"よぴ心納般を 1分ごとに記録した Hewlct Pa 

kard社製SoIlOS1500を飼いて。傍胸V骨アプローチに

より Mod，心エコ を"紗間. 2分間隔で記録した

Teichholtzの式(LV=7.0 x 0'/(0+2 .4) ml. L V 左

室習量 D 左重径}を悶ぃ左室鉱彊則容盆mnv)左

宣収箇捌容室(ESVlおよび左貫主E出耳障(EFlを算出し

た HUT (J)陽性議単1;1:Abi-Samraらの義組に準鎚

し，失祢発作および失神前駆症状の11:札収納期血庄

(BP: mmHg>50 %) *た"む拍散の低下(HR;

bpm>30%1とした

s結束

IIUT陽性は 5例，陰性は 5例であヮた(表 11.211李

院側医“大学後.，内制

伺 リハピリ?ーシ，ν.
仲間 閉)fl，!I!:*3叫

聞で，年監L性別に有怠盆は合い鍵例を示す(図"

本症例"鴎悠例の"..の女性で。失神出現の直附に者

切に左室依鎖縄開同容震が減少している 金鐙例の収節調関

胤匠および心納散の経時的変化を示す{図 2J. IIUT 

陽性例"全例で症状が出現し，血Eもし〈はむ鈎数の

低下4是認めた 心エコーで測定した左重量径の経時的変

化を示す〈図 3).HUT施行中盆抗出現前に左室舷袈

則容tが減少している さらに失神，著作出現直前と開

始後2分での EDV，ESV， LVEFの変化率を比殺した

{表 2>.HUT陽性騰に必いては失神持作幽到見直前の

EDV， ESVの減少が陰性群と比鮫し有志に大きかっ

た(p<O.05)

， ，号線

これまでに報告されているイヌやネコの喫厳によると，

左室に分布している機械B'~~容体刺激"迷走神経の求

心性Cflberを上行し徐様。低血圧や幅吐反射を引8紹

こすとされている との心臓受容体反射の生理的盤要

性は十分には理解されてい偉いが!心筋虚血時にsい

ては徐脈。む筋収.."低 F.後負何械少を引き也こし

心筋保護的に作川するとされている -"}i，HUT施行

時に"いては，静脈週砲の減少に対する代慣過程で慢

儲的受容体例滋が生じ。 これが失神発作の引き金とな

ると考えられている Tho同 nらは，左宣の機慢が受容

体の発火細度。岨笈の鉱後米邸旺上昇により咽加する

がi との反応"β受容体の鏑抗議により誠鍋しp受容

体の剥滋薬により槽強されると絡倍している町

ShalevらIjHUT!i行時に 2D.f..エコ を行い，

HUT働性例では鐙状仙現前に左当証収縮"の列国大を関

節ており，静脈濁況の減少に対する交感除鰻の元進が

左輩.収筋力を槽強C"，'"的受容体刺激を生じる左箇

じている"今回我々の給嫌によれば，附性例において

は飴色例と比厳し著しい左盃舷張問出"の減少凶認め
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韓 1 陽性倒と陣怯倒との比眠

(平年均齢土田} 女性 司官収.附/鯛ぜ血庄.祝出血 安"心/銅鑑札絵、れ現 I失神

{町田叶" " 削

剛性" 5 n士29 3 118/79 74/64 5 

鎗盤解 5 国士" 132/124 69/15 o 
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白圃
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(ml) 

1 

1 

1 

左重鉱張末期容量

前 2分 4分 盤状前後

'‘ 
0.' 
0.7 

0.' 
0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

o 

左重駆出率

前 2分

一 陽性例 陰性倒

関 s友賓".と阪働率m度化

費 Z IIUP開鎗2分後と盆t突発現直前での玄室容量ど左室畑鎗能の変化

%HR %SBP %EDV 

陶盤解 l.l -l< “ -32.1 

険性解 ••• -7.8 -8.9 

.P<O.OI，中<O.05vs.ND  

られるものの.""駆也事の構大は認め仕かった こ

のことは."負荷の急滋な減少のみでもa械的安宅母体

調関温を生じうると kを示しており 必ずし も左重取織

力の綱大は妻さないと考えられる

5 舗筒

HUTによる失神，著作の瞬発に".例県選.. 偲曹に

よる左蜜鉱褒矧容量の減少が左盆a脈問受容体を栴搬

い徐.. や低血圧をきたす司飽伎が示唆された

s 文献。Almq凶stA et al : Provocation of bradr<:~ rdia 

%ESV %SV %EF %CO 

'-H.l -23.6 +12.7 骨 23.5

-4，5 -11.9 +3.9 ー.3.1

and byp<)tentlon by 鈎Ilroter明。1and upright 

R沼知陀 withunexpl副nedsy問。関Nε'nglJ Mtd 
1989 : 320 : 3~6- 351 

2) ThOTω P， et al: Charactuistic of left可制

tricular recepters witb IlOn-rnedullated vagal 

affemts Circ Res 1977 : 40 : 415-421 

3) Shalev Y， et 31; Ech明 ardiographkdemonst河

川 町山明rlculardimenlion IInd 

vlgor臥lSmyocardialωntracUQn during syncope 

川Iducedby Head-up Till J Am Colf C辺rdiol

1991: 18: 146-751 
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肥大型心筋症の運動耐容能についての検肘

左'"組織飽および鉱嶺飾との関係

..s jf・ 芥尻俗・ 省鮒10-・成8R行・

木村英嗣・石原 司・ 術谷健・置辺晩期障・

佐蔵健司・ 本悶借金・小.."溺・ 図村康二・

1fl*1II心筋信は心筋肥大による左室内院の続小化と

玄室"視能の低下が血行動舗の特徴で.t>".a:iU広自民
健の低下が主~温.，，，，.図予である酬とされている

今国製々 1Je1.:11心筋僅にsいて安....の心畿鍾ふ絡

に左重鑑覆健により車鋤謝野健の権樹が可健か否かを

績射した。

I '"・とコ智纏
対a院"心エヨー図検ヨ優にて惨断した肥大型心筋症息

省'"島{搾明・性E大型心筋縫 10，島.心9.:忽E大型心

筋盆"島:~役 10名，女性3名平絢与."企1'"

で，金側が測網"であった.原則&しτ寮物輸・";0

順調E・4色。 c.鎗依援 11'島.disoorramide 3 4民)U:.
aしたま虞以下の舗闘を行ヲた(袋 1，. 

まずト νッドミル".. 限界性 ramp負荷時にミナト

医聡字社.Aeromonltor-28附での辺聖観的呼気ガス分

S時金待い.・爾a隆司降縦取.ヤ姐kVO，) uよ"IR気性代

紺削値(ATlを棚定した 宅~:lJ A T l:t V -s1ope盗また

陪分"倹気..と厳粛俊取量の比の"'... から攻め"

*-に鑑..限界佐多段借畝位~ルゴメー夕食街U5W

より開納し25Wずつ概摘する方医，..に平衡略法に

よる心 RIアンギ.グラフイ 金箱行し.，陸"時およ

び';JI働側鮪か争中止阜での各ステージにおげる左宣容

畿自・・...めた 鐸膨は左前斜似で行い。収縮飽の鍋

帳として駆出噂恒例.収縮時間(Tt:Sl.・大摩出適度

伸ιRl...大属制時間(TPE)t-.'1.1ミ篠宮岡俊の術保左

して・大究調遭II(PF則..島大..綱嶋岡(TPF).1/3 

克積率。."量攻めた.

a鎗.. 

'I~CI際例文字解2内側
t't' 409-38 叩 巨・印刷班lIln)

呼気ガス分析下でのト νッド ミルヨ更働負荷の終点"

4名が息切れであり .，名.'下四度額労で.，胸繍にて運

動...止した6定例陪なかヲた ~ak VO，は平鈎20.5

ml/剛"'"白 ATU: 平~13.8 mllminfkg で~ ヮ た

t後け安.碕の EF11平均鴎・%.pelk ex府軍・甥"

で l :tlfC~65.2"でl>"ijll胸により EF11 ~名で上昇
し，.，でl'低下した{表 21 . ωRI ア :'- >I'"~グラフィ

ーによる左宮容量幽線より攻めた各指..と，，，.

vo.. ATとの関係を褒3に場をす 安静"の各繍慣と

peak VO.・AHの聞に".いずれも有志な組関関傾

."められ脅かゥた.ー方.，....似.uci鎗崎の PFR

主側akVo..1凶よ"ATとの聞に Uそれぞれ戸。11.r-・57の有志信亙網棚.示した。

I ... 
Prenneouxら副l'肥大，.心筋唱の遭働樹容憾の組定

凶号N'心拍出..の網目加同制臓であるとしている 週動

中広心鎗幽量を測定することは必ずしも容易で含いた

め.週鵬中の心ポンプ・"の野舗に11.(...ftltl!."・加予

.艇を反映する peakVo.o:らびに AT司がJ1J..ら札

ることが多い 今回筏聖路肥大鹿心筋座劇F宿舎附.に

呼M ス分続 心 RIア>.才グ，アィーによる検討

を行い.院akexere閣時の P'RとpeakVO.. AT 
との陶に有虚名古正絹闘があること...めた

Chikamoriら"は非開泡位肥大型心筋"'''容におい

て運動耐容健の.. 要な腿定因子."司直能であるとして

いるまた勘聞W ら叫2高血Eの左隻肥大息者で.週

a胸中のE'の変化.安.. 簡のI'FRe強い縮関がるる

ζとを医朝した またc.∞。1.ら川U高血圧の左盆肥

火.. 省に結いて 運動によヲて収繍能が除脅されるの

は主に"廻能のm省によることを催明した 今聞の検

問では安働時の鉱後能の1M帽(PFR.TI'F. fo.FJと

瞬時 vo.ならびにAHの聞に肱有窓な智関凶鍋陪
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庚 E トレヲドミルによる心腕量動負荷院勝の.... 

症例
体{kEgR》 直勤時点 | 

田 akexerd国

(mlfAzruT nfkg} 臨l車酷断 拍彼覆

(ml/すm0m./hz} '"陪 性
HR 

(b.p.m.) 

" M HNCM Diltisrem " 息切れ 国 19.6 11.6 

2 '" F HNCM.PAf 
回lt13.明n

臼 下世接指 116 19ι H.4 Aprindine 

3 .. M HNCM M国 oprolol 日 息切れ '" 19，6 13.1 

4 .. M HNCM Verapamll 騎 下肢車労 '" 27，9 11.0 

5 " ド AeH Dilt1a.em " 下粧喧宵

'" 18.9 ".唖
6 " M HNCM c.rt胆，，' 回 下院輯労 11' 23.4 17 . 4 

7 
“ 

M HNCM uVe田g叩白F開p司s酎2
yramide 61 下E正直労 '" 20. 1 1 S. 2 

8 的 F HNCM Verapamil 4目 息切れ '" 17.9 11 . 7 

9 59 M IINCM.I'M 町"田rapamil 
pyra曲..， 59 下胆車労 '" 22.6 17.8 

'" 筋 M API1 Di1tiazem 日 下肢輯労 '" 22. 9 15.3 

11 " 
M HNCM 

Di1tia皿 m
飽 下院岐労 '" 21.2 15.6 Metoprolol 

" " M APll DE E1t咽~m
t皿 proJol " 息切れ " 15.5 10.6 

" " M HNCM.PAf 
Diltia盟m

" 
7臨盟労 u3 17.5 " ~.司"τamide

MSeD an " M F 3  le HNA叩PES130 C8a姉速銃断剣網 24 1 鈎 '" 20.5 13.8 
n 10 n 3.1 ，.， 

田岡山T 醐叫C山山 HN叩 h，…cnon醐問tivecardiomy叩 h，
^，H 圃'"圃1hYP"rtrophy， PAI; paτ。'"仰alatrial行bri1lal抑 止

留められ留かヮた これは今回の症例が全体的に安静

時の鉱張慢が保たれていた{修医学的手段による心a
e診断のための砂断基噂実員会組告・噌の谷考倒に比

敏して}ことにも原図がある左忽われる

， .... 
非明書信佳肥大型ω筋血 13例を".に。運動耐容能と

左室収縮能および"m飽の各摘"との聞係について検

討した

B 習を静憾の左宣収縮飽および鉱重量隠の各指標と

peak VO" A T !:. CT)聞に陪有意な相周関係は認められ

なかった

Z. peak exerclse時の PFRt. peak VO，l:Sよぴ

ATとの聞には宿意な正相関が留められた 安静時の

左室視能で蕩動能力は纏定でき会かったが還動静8の

自優大克欄週度は運動耐容向Eの製定猶予であると考えら

れた。

s文.. 

l) Chikamori T， Counitmn P1， Doi YL， et al 

Mecha川町。fexercise limitation in hypertro. 

p、トccardiomyopalhy. jAむ'C1992 : 19 切7-512

2) I'ren問問昆 MP.Porter A， Caforlo ALP， et a1 

面 terminantsof exerci民 capadtyin hypcrtro. 

phicαrdion-wopathy. jACC 1989: 13: 1521 

"悶
3) Bonow RO. Rc焔ingDR， Bacharach SL， et al 

監ffectnf verapaπ，jl nn left ventri印 larsystolに

，，，叫"内anddias凶に刷IIr刊g-in開"胴tswith 

bypertropbic cardiomyo阿 thy. Circldotlon 
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ft. エルゴメータ負荷 C..RIアJギ.グラフィーの虚舗

町(..凶tOd 
トH山師}↓ PFR(EDC!sce) 

信例 週働関点
R晶 .tI Ex.I Re司 " "" " 

7s 下匝属労 " 
，.， 59.' 54.9 '.0 " 2 7s 下E素直労 ω "・74.0 72.0 3J ， .. 

3 lω 下舷~~ 63 "円5 73.1 60.0 '" 
.. ， 

• ，~ 下蝕.劣

"' 
.. ， .... 79.8 u 9.9 

§ sω 下康疲労 " '" 74.0 ~.. u u 
6 Eω 下甑庫労 57 '" 85.4 77.3 ，. ， 

" 7 '"的 下".労 '7S .. 0 42.8 52.3 L5 ..， 
8 15 下腔舷~ " m 62.2 6U '" '.3 
9 lω 下甑庫労 .. 同9 “6 

R5 2.J .. ， 

'" 市 下".労 .. ". 61.8 笥 g u '.3 

" ". 下肢綾~ '" 1踊 "，.0 ω.  3.0 ，. ， 

" 7s 下肢盛労 57 '" "‘4 “9 
u ..， 

" 7s 下厳彼~ 57 間 ".< 73.5 ，.< ，.， 
MShD an 919 2 下舷輯宵 :13 637 9 12E7 8 68.4 65.2 2.J ..， 

11.3 9・ 0.' u 

HR恥省民間t."EF:ejection f泊ば由n.PFR: peak削"湾問te.Ex.: peak exe町i範

ヨ"心"アrギオグ，フィ による.，..司幽総より.めた奇術観と

<..騎.防負荷観怠の成舗との園保句・13)

相閉館歯
M回目土SD

田 akVo， AT 

EF (%) ..  鵠 6S.'士II. 3 -0.26 003n 2 
i>"ak ex 65.2土宮 4 。.'"

TES R剖 329:1:49 -0o4n 5 -00 22 
{rnSl'O;l ~kex‘ '"土~ 目。3

FEtER OC/情。 RR田a4h ex 3.'問8全@。 6同3 -0.45 
00 3l4 3 4 士 0.'凪

T{FmE mpcJ Hpeeasz k eX4 '"士山 000l6 6 o 00Z3 1 回士"
P町FR 制 "" zs n23z剖'"ω" 。" 。.'"

P回k">(， 0.71ー， 0.570 

T{W 
附臨 } 院

R揖a1k eE4 
'"土却 -0却 -0.28 
，..士" 品。却 -0.15 

FF (91)) RH' 却Z士，.， O .~ -o 021 
PC'ak ex 四 3主" O. 12 " 

AT:A
‘
aeTO伽cthrelihold， EF: ejectI側、 (ractlon.TES: lim" 10"・M

町民 0'''，I'ER 関.，弘剣民Ilonrat巴 rPE:t初、e10 peak町民hon，
rFR: peak側linlfrate. TPF : time 10問調k針IIlnl(， FF: 1/3 fll1lng /.actl"o 
peak eK.: peak exerci.... 
":p<O.1l'急 ":p<O.OI 
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1981 :64: 787-7月褐。Coo削 oA. Sax FL， Brusll ]E， et al: Left 

ventrkllJar hy関 rtrophyand Impaired出astolic

filling in ~田nt ial hypertenslon: Oia.sto1ic 

問 hani!lJTlsfor systolic dysfu副'" d即 時

'"悶ge.c:悶...Io.titm1990 : 81 : 978十'"

日谷口興編集。防湿動負荷テス ト.，.江盆。

1993， 22:>-234 
"循倒位。ほか信断筆想篠医字的手段による

む疾患ゆ断のための惨断".. 望書員会穆傍(1989-91

e度1. Ipnα陀 /1992;56($叩plIV) : 1241 

1249 
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心筋椀塞後の運動耐容能に及ぽす

左室弛緩能の影響

大道近也・山門徹・附闘賞・中野創 ・

心筋便穆後。さ王室収a自慢能は隙榔されるが，鉱"俊

健も障害容されることが知られている し泊し航褒蛾能

と，運動観容白隠との限速について検制した鰍告は少な

い 位獲組リ偉陣容の中で理事容弛U雌の低下".運動"

の高心倒的には完全に弛組し住いうち広次の収備が開

始するため，鉱賓期'"陸上界させ a躍動耐容健.低下

させる可能性がある 乙の""を観究するため回心峨

カデーテル倹垂:Iljに得られる弛盟能のf留保である左箆

圧降下の時定数Jヒ週働耐毛筆能の関係について倹射し

た

S 対象釘よび"滋

，tltu.心腹カテーテル検驚およびト νヲドミル運動

負荷.施行した鋸盆後'"月以上経過したv筋梗.. 盆

鱒例，男性91飢女性7飢年・'31一、7UIt(平均M
.>であった心凪カテーテル償義...これらの健例で

カテ先マノメーターによる左盤底記録. 2方向左京遺

・t!， tilli勝進膨を泌行した 左重治膨より左宣容積お

よび左倉駅向車を測定した。左ヨ巨弛組飽の銅舗として

寄容池，.，0>底降下の時定".求ぬた 時定"は左ヨ巨匠

・小dP!dtからの匂宥.""，の左輩lEt-S.OO-6.6喝

町田Cごとに計測して，次のヨえに IJ，きぜた

P"'iI' e"'+c 
p 左肇If【mmHg)，t 時間1m蛇cl，a.b.c 定敏

その後，左室亙"，'、dP!dt時のIfがその 1/2に重る

までの時聞を...定徴。 TII• としで求のた約
選動負荷訟は 1.7mile/tlourω~PH) ， 3.1 MPH，U 

MPII， ..5 MPHの各 3分間凶トレッドミル多段階選

動負荷棒でるり。怠切れ、下U箆"の症状出現で終7
した。胸繍.ST低下の心筋虚血.心室性不M肢でやむ

諸情医学 醐'附

《守臼・ 抑割前江戸..2.17“ 

な，;&働.中止した包者は対象より除外した この符

の.大逮動時聞を運動尉容艇の術繍とした 以上ょ。

求められる血行勧銀繍術僚と運動耐容維との関係につ

いて績晴守した.

S結果

1心筋梗溢盛拠例の血行動I!"袋 1> 

左~.広褒末期医 (LVEDP) 陪 13ま 6 mmHg，左箪‘訳

出率(EF)UO.49:tO.13であ った時定 政 T"，は

35.9土5.8msecであり...々の正常例より有意に咽加

していた

2 鉱領制限リ院と運動耐容憶の関係

防犯敏左遷劃耐容飽との周偏は有."旨がらも側関係

敏，=ー~O.2四痩11にt どまヮた(図 H 左室鉱強制量能

不念の遍動耐容能への彫・をみるため.収厳恨Mの比

鮫的保たれた{左盆飯山*40%以上】a患者訴で時定数

(T".lと巡動耐容能の関係について網間金網ぺた 左

盤収"'(0飽の保たれた症例でも時定敏と遺酌謝野維は

相関係数，=→0.223(p'" 0.0539)制度にとどまった

〈図引

3 血行動趨指'"と選動樹君霊能の関係

.. 動脈樹入!EWCW1'J，&~匝舷司民家捌座 (\..VED刊

の''''時血行働館街tII11，いずれb趨動耐容能と有8

4旨関係''''められ仕かったー方。"誕駆Ul*侃刊.

一回抽出係鰍(SVI)U最大溜働時間とそれぞれ締同保

舷τ=，お"図 31.r"'O.387(図"であり これらの

収鏑風閣と掬い絹噛が鶴められた

s考機

""'"でま室等容弛緩"，適動耐g飽の関係につい

て検射した報告'"主い今盟問倹針でI丸心筋使..後

の遭働耐容能。a安俗時の左禽智容強級能k復帰伝関係

が箆められず.Uしろ蹴111*ゃー回む摘出量の収縮恨
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襲 2 心簡便事盤側側の血符齢期"'.

AI{e (YU開〉 '"土.. 

品 n曲 (MIf) 91/7 
IIR 【出at!/ml叫 同士"'

o (lfmin!mη 3.13土血届

SVI {ml/b...げm可 "企'
E吃WP (mmll&) 7企S
LV問 P (mmlhr) "'5士20
LV!:o:IlJ> (凶unHJ!) "土6

問ok(+) dl'Jdt Cmmlfa:/eecl 1.'時土352
同 .k(-) dP/dt (mmllg/secl 1， ~51士352

LVI!:DVI (ml/m') '開士"

LV~::S \'I (ml/m') 舗企"

EF C%) d::l: 13 

T". 1m"""， ""土.. 

川町四拠点I: c叫"由。 SV1銅 山V01UllM!

Inde~. I'CWI' 仰加>>f111)'capil1ary wedJi:e PI'噂岨"

LVI'SP: Ieft v旬、."仙川， 拠 .k 崎川olle pを舗... 

LV回 1':left ve.urlcul・， ....向。lic P時 間

L¥'EDVI: lefl v伺 lricularer叫 diastolicyolU11'1e Index， 

LVESVI: letl Y回 trkul.rer、'"調。1・cyoru別加俊雀

EF匂開ionfr聞刷 T 蜘鴨伺附t.ant.

" .. 
且E ・4・

• 初 .. 

，. .0.l19 ，.-. .岨・.
• • - ・・ .. ...... .. z.... . • "・"・.H • . .. ..・・m • • • • • •• • • . ._. • -- H • ・ 'H "・

• 

筒 1

M .. ・・.， 初日嗣

T.泊

.大軍動縛間【町田町綱引..1と-，賃借(T"，)の

...民

..のおがより商い相闘を示した

'陸自臨例で"友賓等客穐a・'"全体として低下してい

るが.もし遺動‘とよりさらに'悪化すれば，心錨敬の憎

加と憎まヲて完全に""が弛緩しないうちに次の収舗

が始まる(不完全弛緩} その繍集，肺動脈慣入庄の上

弊.，.，館前負荷の減少による心舗出.の低下を錨..

運動耐容能が低下する首J飽伎がある。連動により心筋

蝿血が生ずれぽ.億鍾随の低下.，.宣伝・容積関係の

上方"位により腕動脈初入庄は上昇する 今回の験"

' ..-.. 
" • • ，圃今師622"3 

， . 

v E'e ' • • • • • • • • "・ " • • • • • -・ . 
"H・・ー .. 

• • • • .-• •• • • • • • • --. .. 
" • • " • z 

" E m " ‘・ .， 初 .. 
T. 

図 2 .大量動働側C&Ul'dK 引..)主嶋~t:I:(T ".)の

"" Cli:JI・M幽*"孟・'Xの~例》

"1 e・叫a剛 . -• • • • ，. • • .. • .. • • ... • • • • 2 
...帽 • • • 四 日 • • • • ー-... . . 

• • • • • • . ・.. • .. • • • .. • •• • • .. 
• 。
a s • ， A・ ， J・

四

E毘a ・*翠勤時間(Exerd・-司m.)と左重・E幽阜(，同
の関係

..閥，
ド叩 . . H ・・ ・ ・ • • • 1 '0 

• 
4 ・.・2 

• • E 

• • • • ... •• • • 
・

• -- • • ・・・・・2 ・・-. .... . • -・・. • • • ・. • ・・ . 

• 。
U )(l 11 ・。句 M ..““" 

判..回州 " 
園 4a隆夫温励縄問 (En同 1_引 m叫 <ー四納..・敏

ωVI)の関係



に.いては，負荷"に虚血が生じた例U除外している

実障にヒ炉で誕a胸中の左"'"より弛.. 能を組織した

報告Uほとんどないが。 Carrollらn.HHr時心筋....

を範めない陳 R性心筋慎重例では。遭働崎のを童強飯

後〈時定敏}は兎進ずることを縦告している 般的に

心不全では心鎗債の欄加による収崎反応は低下してい

る これに対し鉱豪能の変化について I~ t t.!.明らかで

ない点が多いが実般的には比般的保たれているとす

る線告もある的これらの領告から考え併せる，.虚血

のない心筋便S例では在費尋客磁組継は陣書きれずむ

しろ元通し還.，耐容艇に関与しなかヲたものと考え

られた

む鳳 Vol.27 SUPPL.S (995) 127 
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1) Min<ky 1: A箆栂弱mentof dîa~tolic fUf、ction
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Dual sensor rate response pacemaker 

植え込み患者の心血管反応の評価

進動負荷とメンタルストレステストに対する.c'-fa数，
血反省よぴ.c"f白幽量の反応

伊蘭併弥・ 中野陣・近松均・永井伸枝・

海 綿・安保泰宏・習を岡 仁・蹴渇佳彦・

務省らIJ.， '*動とむ勉悶QT略閣の岡同置を心船出管

の術"とする dual閏.拍rrale r百 仰俗抱関"m凶 ker"

剛ぇ込，，"例のむ血管反応を般討した

s方濠

ジ孟ネνーーターの安倹悶的で当院に入院した 3fiii例

記 VitatronMedical t1:製 T(lpa~ を締え込んだ平勾
年制6玄関 7歳であり.3例とも先金房室プロッタであ

った。いずれbすべての心舗がペースメーカ-1;:依存

していた帆心肺複憶に問姻は〈訴し生活制限も受付

てい信かヲた。グ三ネレーターの基本レートは鰐分ω
に，鍍大心術岡'"νー~ IHt(分 110に般定した

ペ シング< ドMよぴ心伯応寄鍋捌をそれぞれがJ

4 週間の附舗を~"て VVI， VVIR(体.，..鏑HL'l). 

VVIR(QT時間感知1型)，VVIR(体動+QT時間噂知

型.す伝わち白川感知製)左周回不闘で切り倹えた そ

れぞ札のそ-，においてメ yタルスト νステスト"と

トν ヲドミ ルペJ町選働鼠験・3を行い，心伯応答繍式を

4つのぞ日ド聞で比級。検討した

メンタルストレステストは，被働者をコ〆ピュ タ

の前で坐位をとらせ たとえば符という演字を赤い色

で絹いた副主Eをみせて。色'慢を寄えさせ，不正解の場

合U不快信プザー脅で知らぜる，色視覚矛慢による

ストレスを毎分60聞の銅，.で6分間加えた。週醐噛

".温動温度を小刻みに漸槻するプロトコ ルを}IJい

て，樋田紋制約ト νッドミル心肺湛動総蛾を行ヲた 向

"に呼気ガス分続技匪オキシコンzを周い，プνスパ

4プνス法により vo..Vco" VE会どの各..，.気IO

審令らびに 0，卯鍵を肘欄した

.脚醐衛生大帽学制U

内問"問問問醐晴 l剖

s結果

uメンタルストレステスト

"納応答住は QT時間団側型が平均毎分布と."

良好であうた 体動感知型では。検筆時のわずかな体

働iと反応した"鈎散の面皮の上昇をみた.Duall¥B知型

はQT時間嶋知廻と体動感知型の中聞の心的応答後

式を示した vv，は当2四位がら心鋪散に変化を臨めな

かヲた QT時間感知型ではテλトが鈴7してス トレ

スから解散された後も.{，.f白散が上昇する特徴的な反

応安息した{闘 1ーがー

21 トレッドミル心肺運動凱駿

運動防問の平均敏l.t， Dual 感知型が510砂。 QT時

間感知測が4岨紗，体動感知盛が<30秒.VVlが'"

抄であり.有"差を認めなかった 心飽応容総式"

体動感知型ではω錨1111まヨ耳目助創始湾より念撮生9・.が

みられ。還動燃了後の減少.. ，楓であった 0，，，，軍事知
恩では選動中の槽加b謹動後の回復む比絞的緩やか

なむ鈴応答がみられた QT時間感知型では。運動開始

直後から 3分聞は心微..容が得られずI その後退れて

網加した心的敷低運動終了後もしばら 〈補え続けると

いった特徴的な反応答を呈した(凶 l-b)

Peak VO.I;t Dual感知ヨ躍がS42ml/min， QT IL';刷

感知盛が 786mllmin 体動繍知E胞が1Mmllmin 

vv，が678ml/minで必ったが，各".Jに有窓震を認

め4まかった Peak O. pulse l;t. VVlに幻いて 12.8

ml/beatと般也大でありついでQT時間感知1ft¥!Hl.O 

ml/beat. Dual感知型 9.6ml/beot. '*動感知狸 '.5

mllbeatの閉であった{表 11

， ，略療

ODDペ スメ カ では負荷の程度に応じた適切

な心拍数と1安定した心房収縮の寄与が得られるため，

e近で陪ペースメーカーの10'"陸奴に際して，可及的



心血畿 '101.27 SUPPL.5 (1'195) 

3 

-1 3 60.51 
Resl--ー-StrC$S吋

Y 
3 E 

Recovery 

(.) 

+ロ郎副

-0-，τ 

十̂'，
+ 州

y 
g 

〈附，ψ

図.-.各ベース〆ーカー司Eードでの〆Jタルス トレステストにおける

心〉扮敏の度鵬

。幽I: Dua l 感知観.QT:QT婚期~， ACT: ACT感知賀

"0 (b) 

.00 -~， -，γ 

-ACT 

~W， 

80 

70 

60 

oJ ~一一一「一一一ーマーーーーマ， 3 6 9 E γ 6  b 

図 ... 

Rest一一一-Exercise ~ I Reco¥lcry (min) 

笹ペースメーカーモードでのトレ"1l'ミル岨咽勘釦噛に釘

"る心潮販の震動

噴 1 番ペ-;1.;1-"ー毛ー-，でのトレッドミルM蹄遭働総蜘ー制措遺雌賄側a
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にこの盆理的ペ スメーカーを優先する考え方がー般

的であるしかし生がら。症例によっては VVIペス

メーカーを湿択せざるを得ない渇合があり，このよう

な例ではむ鈎応答機飽を加えて。心鏑散の変動をより

生理的.状聞に近づ砂る努力がなされていあ 心鈎応

答の指.，して陪 従来より!体動体温，呼吸数，

QT時間などを用いたぺースメーカーがあった しか

し，いずれもそれぞれの単ー欄標の変化に対して心納

数が制御されるため1 そのむ鍋応答陪必ずしも生理的

と信曾い8れなか勺た たとえば，今回の繍討のよう

に。 QT時間のみを心舗応答の循栂とすると。メンタル

ストレスに対してむ鏑応答が憎られる反面，体動に対

しては応答が鈍しきらにメンタルスト レスや運置に

よる負制から解依された後も心拍数が榊え続けてしま

う ~liHJ:非主割前と思われた 体鹿のみをω鈎応容の

指舗にした場合は，メンタルストレスに対しては心拍

応容が得られず，逆に体動に対しでは急激すぎるとも

胃える4バ白敏の変動をみた

とれらに対して心鈎応答の指標として体動と QT

時H側といった 2つの佐賀の奥なる指楓を組み合わせる

k それぞれの単一期欄にM砂る問厩がほぼ解決され

るごとが棺認され『この新しい dual 担 n駒 rral'" 

respωl$e pacemaker纏えAるみ箆例では日常生活ゅの

得々盆負荷に応じた適切な心鈎散の得られる可能性が

納得された む鈎数が常に一一定である VVIについて

は，必要な心拍出量を一団拍幽量の地"1'こより確保し

ていることが， 0， p1叫砲が大であった呼気ガス分初の

結果からも彼定きれ，心拍応答俊艇の虜要性が号唆き

れた
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自転車エルゴメータ負荷時の

血圧上昇J主に影響する因子の検討

川久保清' 柳脳朗子・ 平野孝和'

郡司鰐晃・ 中村文隆" 坂本怖男・・・

高血圧症はむ血管疾~.の危険凶子であるが安静崎

正常血圧者におけるλ トレス時の過大血圧-"11反応も

副隙凶子kなる可能性がある 選動負荷鼠蛾婦の過大

血圧上昇夜応については将来均衡血圧発信の予測悶

子とするものやヘ将来の心血管取紋の予測因子とす

るa晴海究がある 選動負術的の血庄上昇段脚幽の件別調

点として1;1， lipton 1<1.血圧の絶対値だ"で盆〈上昇

思賞金野闘する必繋があるI 住蓋や持久体力レベルで様

場化する必裂があることを述べている副本研究では

夜明R血圧者に""る自転車エルプメ タ負荷"の収縮

m血!EJニ鮮度に.".する包子について倹討し，政i巡す

る悶子の男女漫について場織することを目的とした

s方海

対象1;1， j邸内某健康センターにてI メデイカルチ孟

ツタとして自転車エルゴメ m タによる自覚的般大負荷

賦験を行うた鎗康男性 97人(年働 22-防磁I 平均

41.0緩 J.女性""入(守的20-14歳 平均40.0蔵}で

あった降庄藁内服者.'J<紗時血[[140/%以上のもの。

運動開の血圧測定不良のものは院外した 問・ilfl-ヱル

ゴメータ負荷は刻位2泊w剖"分，女性 15wall/分の

ランプ白荷にて Borgの自覚的剥働組i度でそニタ し

ながら "1か会りきつい)まで行った 刷庄は岡本コー

リン社製自動血圧路定留(STBP-7!10)にて l分毎に糊

定し，取締糊血圧<5BP)について倹附した血E上緋

度(LlSB刊は 厳大負荷崎山正から安静岡署坐位血圧を

引いた値kし，各年代短に 3分位して。よ弗'"が自民い

僻(LI!f;)，中位群1M'判。商い群IH碑〉とした血圧

政府人手帳字慌保健管哩字.笠
闘 銅 2内利

伸 1"附眠臨時 1+])
"・剛鳩牌耐剛

E〒'"副作..市.閥会1-1)

上昇度との関連を検肘した項目は。 13MT.f1Z下脂肪原

から求めた体B首筋事，血液検変.高血医家版暖唄悠

E アル::J-J¥.>m取"1図本ll'i.1車台/周}とした{ 元

配置分散分析)

S結集

"各指僚のmの側関(劉" 年船との網開で1;1:.'1l: 

静時 SBPと"男女共信有憲な正係闘があったが，厳

大 Sβp，最大LlSBPと"女性だ"で相閣があった綬

大 5UI'1;1:安静時S8Pと布"伝E納聞があっtが。 h北

大Ll5B1'1;1~紗時 SBP c利 則が仕かった

21血圧よ鮮度別検進制{畿日 出t至上昇度の高働

から分けた 3鮮の血圧上昇段は 則性では女性より約

10 mmHg高い値であった "洋聞で， 11'-'弘安静時血

庄は陶等であり. 3鮮は比敏可能と恕われた.遡動時

聞は男伎で"血圧上昇僚と関連した 男女共に 血圧

上昇度が商い併で BMIが大きい傾向にあり.女性で

有怠皇警がみられた 剣性で".高他庄家族霞，アルョ

ル"取"で省窓曹がみられた ここでの，術陥庄旗

族腹は，開銀兄弟にお"る高血庄の有無とした 山曜

検盗舗は 女儒記お防る中恒却働能以外関連のある肉

子信仕かった 血圧上界M置を説明変散とした盆回帰分

析で"列性では巡動地削アルコール悦取五柱。 yGTP.
女性ではI 年雌L体調..中位指怖が血圧よ易度 と関連

のある因子として遺恨された

E 考機

運動負荷符の過大血圧上昇反応".従来は血庄の絶

対値で界価Fることが多かヮた しかし 本節列の結

果では，血"の鍵"'.・'"安僻時血圧と有怠必正綱"を

示し 様納化が倒織なt目欄k邸われ安静時の附 ffと

関連しない伽仔ーに昇'"佐野価v-i.litlllとするのが妥当と

思われた また 従来の迎動負荷猷験俗定量負制猷験
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場町周
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で血圧反応笹野価することが多かったが，持久体力の

個人穫によ 3 て負荷終γ時の血反反応が3・.ることが

予測される 本線売で..自覚的a医大に近‘白A荷隊織

を行ヲた

従来.週雌時血圧上界度の男女鐙についての倹闘が

少ない本研究の騎寮，血陸上昇.!f11，男性では若年

期から"5.Pが高<.年.による彫容が少危<.通勤
時間の・g・.，.りる ー方1 女性で儲年a・差があり，

男性より約<0=古川E低し起動時聞の修・を受りな

い。この男女隻の・，.については。エス トログン作用守

備.の鐙などが権定される

E傭血医者の湿助縛血E上鼻息11;1.，将来の"血ff"
cr"や心血管...の予測因子旬主考えられている週勘

時血圧上界crに関連する図子を検肘し，その凶子に介

入することによワ 将来の高血反発症や心血管侠息の

予防につ省がる町能性がある 男性で..アルコ ル

録取..yGTPが関与した γGTrと高血圧との関連

は.将来の貧血E売症の予調因子と・告されてiI!) "。

本研究でも遭働負荷時血圧上昇度k関連があった ζ 左

は興味標い点である血清 γGTPが， アルコールによ

る高血圧発症の感受性の指栂と考えられている 女性

に担いで..鹿嶋度や中盤E首肪が血圧上昇度と関連ず

る厨子であヲた。.，測と高血圧との開通'11.向イ ンス

リン血症や実感神鑑に付する.受性の兎遥から考えら

れている 高血亙京銀匿と将来の高血圧傍症に倒して

也線告されているが。写実々の研究では男性の方に複線



R阪と血圧上保..の関連がみられた

s結舗

白紙"，~プメ ー夕食荷以.."の血圧.t再度に拠週

ずる因子の倹".行ヲた

1 白紙調院エルゴメータ負荷時の収....血圧.tHIr
隙I 列怯が女性より約 IOmmHg高値であった

Z. ~性で 1: ， ~ヌ縮捌血正至上昇tn . 選動耐附， アル

コ ル個略取..高血圧京朕E置が関与した

3女性でM 収縮期血医Jヒ鼻度と白年剣.BM!か附

与した

I ~取
り senba晶、tJandFrωmI'F: Blood pre岱 U陀"
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一l能 asa prω Clor of 柏市町 A~h

fnl~m MnJ出動6: 1'" : 2053-2055 

" 利1叫X防法長 j 以""瑚crcr 3nd Saftr MF. 

PrOll1l酬C瑚 ;f剛附 ofexcrc閣 制叫，時

制町四d除 anrale・nmlddle-agcd n闘1.lIyter 
t，，，siON I抑2: 2(1ぉ3-339

3)引pl:onCM: Exerci訟旧illIl1jIsωhyperl蜘

創加 A""ゅdate.[n Exerc岡 an45POrt5 Sckoc .. 
Reviews 19. WiJliam & Wi1lkinl， 1991 “7一切S

.， 三湖寛之荷風霞婚現の予濁幽子に側，る研究

地雌に"ける凶作朝間~跡研究 岡本公衡"

1即"価出
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日常生活活動にお付る加速度測定の意義に関する検討

湿動晴式と加温度の対比検討

中川正康・ 4林正総・ 阿部銀彦・木村裕・鈴木刷夫・

長谷川仁志・ 船木公行・ 藤原敏弥・ 柳谷直樹・ 三間樽人・

般本敏史・斉藤 栄・総悶ー芯・ 三禰仰・

s 目的

U常生活にお付る身体活動の評価"'，虚血性心疾患

ィ、J1:o，心不全症例などの病態や治療にあたり盟夏と

考えられるが身体活動の谷線的静鋪"凶胞であった.

これまで李首や足首位鶴谷した m<.>vcm加 t町陥"'に

より身体橋動."価した倹約"やω 侃温度悼出，.m
いて身体協働を際価し，&体活動に伴う心狛数や血圧

の変動を倹射した鍬告.)，がなされているが，日常生活

日 Mける加速度測定の意義U必ずしら切らかではな

いそこで今回a々は GMS銃製 activetracerAC-2ω 

剖伽包， ，陀admill負，"，平測量多行，階段昇降での飢圃

度を測定，心錨歓。 rlltePT窃劃陀 product(以下 RPP)

の変化と対比倹約し加速度調起の".について畠礎

的主検討令した

! 1.ili告
対象 ttU名{延べ 36名}の健常男性〈平均年働"

'"で proto<:olU阻 1に示すごと("陀admi11を悶

いて，!l通常'~ Bruce protocolにて slage1から Sま

で符 2分施行，Z)遮E貨を1.7 mphとー定とし.傾斜の

みを度化させて各2分組行J)傾倒を 0%>して，適

度のみを変化させて各2分組行，.たlIoltCT心...す

鑑治 下に.，平砲を 1分間"歩 120~伊の速度で各 2

分歩行，5)階段を，，.から 7憎まで 1分間 60歩で昇降

の 5つのp阿波併。iで行っ た 今回周いた AC-200はX

馳 Y紬，Z"の3方向の合成島崎度を数値で表示司飽

であり.この AC-2ω 金原飾区装着し。測定問闘を 5

砂とし， prot∞01 1-3では 1分間 Uの測定値を平均

し， pm!低.14では各 2分 24の渇定償金平均.protIY 

回"では昇り 降り{各約 2分 3附秒)の3Dの湖定値

醐桝岬脚2内側

作...酬紳温 1+1)

.平均して平均加速度とした protocol ]-3は各8例

に. protocol4.5は各6例に施行した

. ..，震
protocol Jで"'平均加速度，心鈎敏， Rf>Pのいずれ

も 513g"が上がるにつれて増加をま示 し"各例につい

て乎鈎加適度 tRPI'の相聞をみると，金例と br "" 

0.94以上の良好な正の紹闘を示した(随2)

protocol 2では。 51ageが上がるにつれて申他指L

RPP 1181徐...加.示すものの，平均畑1週"'''明らか

な変化を示き伝かった 平均加週目置と RPPの納測を

みると。 8例中s例は有"仕組欄を示さず。 3例で"

Eの術開を売示した{函3) 網開.示した 3例中2例に

必いて 同じ protocolを0.8mph t.低遺で錨行する

と明らか伝相聞を示きず， ーカ側聞を示さなかった 5

例中"暗にMいて同じ trotoぽ胡を 3.4mohと高速で

施行するム平幼加遺度と RI'l'はlEの相閣を示した

以上より，低速度では傾斜同槽加が平絢匁活用佐に膨・

しない例もるるが，迎度の，，1mした状怒では傾鍋の欄

加は'p均旗随筆E貨をm加させると考えられt
proto四 IJで1;1:protocol 1と問機，いずれもsCage

がよがるにつれて峨加し 平均加溜1<</::RPPは全例

で良好な正の紺闘を示した

平地歩行で以歩行速度が増加すると，平均加強度，

'1.'-tl'!1Ir:とも増加した 附殴昇降では，..りはむ鈎数lよ

平地歩行60歩行〉とほぼ阿佐皮であったが，平均加速

度は高値と 1，った -11界りでは平地歩行や降りに比

し， "，.初日書償法低値を示したものの 心神散は作意

に樽加した

s 考鎗

以上より activetraαrAC-2酬で何られる加速度

は 平地歩行などのよ下移動の少佐い遜動はある位，.
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..幽凶.問。凶・'"
Holter E回続・下に施行し心
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削町民erAC-四 4聞いて

5~1ûに."加温度.測定し，
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郎通8:.， protocol4.5で U各
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川
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、・1
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5 旦E .. ・"同.臥，・. .. 
“ 

.. 申司 .th咽・ .. .. -seH-.， 
-平E均即置・宜a ...a， 

.醐圃 平崎掴理置 柏町

問 a輔
『・，.帥-，'"S. 同.o.44.N.a. 

『酋也12，N.S. • 
are • ，ak ， 

も

5・u-
平均a組，理膚

叫匂 む .， M 向 .H.， .， ・国司， ，副SB， .， 日 明

牢出掴置. 平白血車庫 平均加温鹿

国 3 prat帽。"における平均加適度trat. p四回岨..produd 

定a量的評価が可能で。またむ倒散や RPP"-良好な倒

閣を示すと考えられた 一方階段"院など明らかな上

下移動を伴う運動では加適度左心舗数の関係は昇り

と降りで異なり. .た等地歩行とも異なヲた とのu

f自殺の変"忽崎度の変化の差異に着目すると。階段

や綴遣を昇ったり， 11ぃ物を待って歩行するといった

溜働は，.閣僚の噌加がよむ線的少信〈む鈎散は吻加す

る運動として，逆に階段や板選を降りた樹舎は加速度

は増加するもののむ値段の"''''の少佐い運動として

さらに平地を早足で歩いたり走るなどの運動は加盟度

と心指数が見合ヲた噌加を示す運動と して評価する ζ

とが可能でるり.このような運動織式の遭い受検出し

樽る可能性があると考えられた

5 繍舗

体動に伴う加速度の測定は。日常におげる身体協動

様式の解備に有問であることが示唆8れた

s 文献

1) Da叫白 SW.et al: Use of IImb movernent配ヨム

sors as indにatorso( the lev~ 1 of everyday 

phrs回 1activity In chronic c川崎間 Iveh伺"

t町}

綴'聞

'" " 
" 
。.， 

。
-0-<ド

..，叫
平鈎加速度

」希一

一一・叫…
ロ剛醐り

司 附陣句

字血脚闘

O.3IGl 

図 4 pN>to~o l 4.5に制問。納鎗と平均鋤迎賓

failure. Am J Card叫問削 69: 1日 1-1586

2) Kum眠jima1. et al: The 問 ationshlp恥 lween

ambulatory blood pressure and physic訓 Hctiv

川町叫 oldershlfftworkers. A qu酬 t

tatIve 33詑笥mentof ph¥'$ic副 activityusing a 

1nlCrOCOmn肘 rwith acceleration 担 n鈎 c.J 
Hrorl J 1992 : 34 : 279 - Z8~ 
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高齢者にお廿る運動負荷試験の意義

倉関千弘 ・ 偵 原 敬 ・ 岡 山 憲一・ 若 林 康・

疋周到医・-1'" 明・大野竜三・山崎界・・

高働者でH&'Jw.ti!息を診断する複合が縄問える一方.

高齢者同通常の運動負荷が容易でな〈粛物負荷''"他

の負荷陰を鎗鍵ずる窓見がある相乗陣， 70<<来測の

急性心筋梗書館佳例ではその半数以上が道院前に選動負

荷民厳.受付るのに対し， 70歳以上の高齢者でほ2綱

余りしか運動負荷以験を受"でいないとの縄告があ

る・l しかし田辺動負荷が不+分なため，爽聞に商働者

の溜動負荷飢餓の備後撃が他の年齢層より低〈なって

いるのだろうか'そこで，続々の施綾に..オる適齢負

荷紋織の結果をま kめ，，.働者に."る運動負荷猷織

の耐性..戸他の年歯胤より依いかどうかを明らかに

し，膏鱒脅に対する冠動脈療息診断のための連動負荷

以験の窓畿各倹約した

5 剣.. 

続々の錨般において.遺動負荷絢'T'心筋シンナを受

"た連銀l.soa人を， 6......29鰻(56人l，30-“.043 
人l，45-54Jt(311人)，5指......64.11:(498人)， 65-14・R
(402人人釘よぴ75-8811:(98人}の6群に分付宵齢

1J(75、舗.)と他""比依した女恨の割合"各齢

で 22-36% と有志:i'2.óI~かヲた

s方i盗
胸繍，下厳鏡'i1.JlUil荷量胤血亙低t-"t.tど..""

""・，，'する坐位自転車エルゴメータ多段階漸構負荷

を行い，負荷終7'分前に'''TIを"注し.その 10分

後と 4時間後にe剛鑓。n ω m削除dωmography

任当CTJ'i縁・医した 心電自主の陽性は j点から"m.
後方で0.1mV以上の水平屋または下向きのST下

降の存在k定富良し， F.cT上の陽性"悦覚的に判定さ

-訴雌側，写.，内向

"fi低限11大宇

作山自出向 ・1醐

れた一過性欠倒の存在と定贋した

S 鋪調匹
負荷前の食併時心鏑散は各務で有憲盤が~か。たが

{図 IA). ~"時取締期血圧は高齢郁で他"より有"

に高<<園 1ω.安俗的rate-pre!醐陀 pruduct<町、"

も'"向"で他騨より有窓に高かった{闘 'C】 軍大負

荷時のむ循敏と RPPは高師"で他nより有窟に低舗

でる9 たが(図 2A，s)，t事飴別予測・大心拍散に対す

る刻湿度は筒働静で"に低〈 は~かうた{図 2C) 負

荷時腕婦の釧度，，，.・'"が他麻より商l>iJ1，7Unuに
有志差。左右かヮた

運動負荷猷厳に象'"る ST下降と司必絵欠衡の陽性

率"どちらも高島"で母高値であった{闘 3) 高働"

(75 ...... 88.)を怖の，，1<合bせた 6-74織の U IO

人と比べると， ST下降の陥位奪M有怠2皇が'ぶかった

が(37%vs28%，p弓 0.08)， 過性欠倒の絹性本信有

怠に高かうた (46%vs36%，p<O.05) 

薦"鮮で斑動脈造修会週勘負荷鉱般と同時削に行。

たのM‘，%であり.他E撃の3<1-ω%にJtし特に低司院

ではなかうた 諮動脈趨膨での栖息冠動脈経敏U商船

"で他齢に比し三段病変例が術劇，.でめった{冠動脈

酒量惨純行例中の三筏綱，.例の綱E貨が着""浮から聞にh

0%.8%.3%.11%.14%.28%).すなわち.路

島警に."る運動負荷飢餓の陽性事が他の年齢，.に比

しむしろ'"なった"'"の一つは，高働者に."冠動

脈例が多いた伶と考えられる 同僚に，負荷時傭痛の

頗度が商働静で包撃でなかったのb量定例が多いこと

b関与したと響えられる

ST下鱒の省織によるー過性火捌の有無の纏定につ

いて陪白艶引回iti吋"はお年併で偉い傾向にあるのみで

〈若年静から阪に，29%.3悶%.43%.49%，41%)，

間関eilicity1;1:高・'"で級も依か 3 た{若年野から闘に，
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s 文献

1)桐原雄氏本鋼氏:江I 花梨施拘，ほか商働者選

動負荷に."るア-，、ェルゴメー夕刊.，広つい

て <'.‘l錦町 21(5叩pl]) : 102-1ω 
2)蔵本郷老年者にお付る isoproler~no l 負荷総

徴。繍..'"食荷似厳訣{改府軍2阪)1986: 461. 

'" 3) Montaw嶋 T].Ikuta RM， Wong I(Y， et al 

Compar陥朗 ofrisk and pattenl..~ of practice in 

剛山仙rand…than 70 years with 

a叫 emyocardial infarction 凶 11 two-)"ear 

P'"凶 u蛤 H989)，Am J白 rdi，，11991 舗

8~3-8ol 7 

92%.81%.82%.19%.80%. í吻%)す~わ-，

一過笹欠舗を虚血の goldstandardと仮定したとき。

ST下降によってa血...断すると高耐震事では偽陽伎

が多〈信ると考えら仇る

S 錨径

75/1以上の"働者に.付る運動負荷鉱績は

1)他のfl!lIIl1ifより負荷崎む納散が低いが.心1ft函宅

む筋シンナの剛性率は~しろ高< ，尚鴎者でb迎動白

荷隊厳の".告は大倉い

2)タリウム心筋シYナ之の一過性欠鋼HT下降

により織定すると，そのspecifidtyが衡働者でl孟他の

匁・，，.より億七 ω電聞によるω筋Jl血判定に鱈し商

働者では高い偽絹怜司慣にttxt-要する
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非狭窄性冠軍縮と冠動脈有意狭窄病変の

非侵襲性検査による鑑別

錨岡茂・'"山複・山内翠人・高岡典子・稲垣猿行・

音闘秀夫・衛谷正..・遁喝回". ..原洋・・

' 目的
遜..耐性侠心症はすでに多"研究者た色によって

検射され.忍鋤服過膨により鯵断がなきれる"沼周R繍

の樹園陸の検制としてN"""，悌州らは包危険凶予の碕

から窓..1.:寄与する bのを司IUf".，た也'"・Sil¥"ff

開閉らは興費倹心症の"省を有"'"申告"つ郡と持

たない"に分砂て剛~t;ょぴ心電図所見から岡野の相

過を検附している別 しかし有志俊市の魯い冠・備俊

狭心症と有"俊市を有する狭心...，事俊廃径のアプロ

』チによ勺て鑑別ずる鰍告はされていない今回袋々

..この両癖を・B来像よりどの匁度まで.."できるか隊

ーみた

， ，町滋

対象は窓・縮会示し有'"央市の老い男性血者"例

{平均年.幻.:!:9 M:lと。指動脈に""以上の換噌.

有する男性a障者'"時{平均年・".土9.1H~II とし
た すべての症例について病以の".盆倹射，餅候限

界色.大越鋤負荷以蛾(sruce法} 坐位白・f.Jlf.x:.... レゴ

メータによる舗'TI温鋤負荷心筋ゾンチ滋Mよぴ冠動

脈造彫を纏行した。忠康馴の鶴殖には~"同.1問

O. 1 ""-'l)‘町刻o:1V ，めるいは acrtylcholi問 50-'∞"
lC t!IJいた これらの鮪援金関野で比鮫した連銀変

散に対して115tuc:肺門検定界週線変微の比慢に.. 

z'・-定.よぴF憎鷲内exaclt箇 t~11l~.，両側危険撃

pllO.o句ま..... 博的省窓とした

また独立した司寄与皐の解値は lOi'i剖 c回帰分析を用

いた

.有京大司鮮民零目隠剤3内"

(，. 2'9'1-01岡 市 岡摘"

“千集大学側司'111.3内側

【守閣 乎a鹿市中央区..I・"

5 ・暗黒
街盟の積討による 症状の性状および危削図予の有

無記ついての闘"の比敏{決 11 ‘屋根のま定夢伎に関し

てほ"生省研究聴『循環掴鋭阜のU ，管理，迫・"ン

ステムの研究j駆が定めた。 .. む盆の惨断~，.をa臨に

判定した 康族居..沼劃隊機""よぴ.その危険因子

会有するものとした高 dml血."，血蛾chol""terol

値孟230rnll'/dlとし.，.欄"Il調度注2O%tした闘

僻聞で..錐甥出現の..，.湖町民ゐ安....の度減出現，定

S型的な極状。.，興廃.高chol血症において有窓重量を"

めた 遁働負荷飢餓10:tlltる同E容の比般で..，トレヲ

ドミル‘行情側は...事が棟割'昨より有志に長かヲた

{平均 10.0土'.6分，対'.7主3.0分 p"'O.038).tt大
ニ..積..閥解測で有怠盆.."めなかヲた V.と.V.の
21秀砲について，そ礼ぞれ安.，.." ft大負荷時.負荷

綜71分自負の革..からの ST価低を閥解で比叙した

V，での負荷鋳71分後の ST偏"が・鏑E揮でoω企

L~lmm. tl明視野で-0.61:1:0.95 mm tt奥有価醇で有$

に低下."めたCp=O.0231 他の項日で..有定盈.."

めなかった 運動負荷誘発性の駒衡は.割前併で 18例

(38 %)。後噌"で"例(75%J に見。れ。~帯"で有
意に多かった"民0.001】また険性U磁の幽現"・繍

"で0，侠帯"で5例(16%)に見られ，棟前値醇で有.，

に多かーヲ '':(11 ''' 0ω~71. ."明週動負荷心筋シンチ法

にお"る淘擁所見として SPECTfJ:から，正常INI貧

筒直後の4メージで低調流を飽めたもの{'I>~'似"'"
f闘。刊 (H)，，た負荷車慢のイメージで温..欠鋼を膨

め5時間後の安勝崎イメージに幻いて樗分布が完全な

ものをωmplete(C)。不完全信ものを川棚山t酬

とし4つの所見に分けた ・納"では N. H.C.Iはそ

れぞれ 16例(33%). 2(例(50%)，6例03%J， 2例

(4 %)であり.後帯"ではそれぞれ3例 目 %1. 7例

z2 %)， 16例(50%)，6例(19%lであった'"のが
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実 1制崎臨t"酬肝 の 醐

暗植岬(n"，.8)I視噌岬(n'"担} p値

(o) 

‘。
30 

" 
。

3・

鎖思佐楢加 15 (31J 

安瞬時出現 35 (73) 

労作時同車t 36 (75) 

定型的寵杭 23 (48) 

副..  省.. 22 (46) 

肱徹筒 5 (10) 

央樟舟伸 3 (6) 

重杭孟10升 回 (m

u匪 担 (46)

局血亙嵯 日 (40)

高d田'血量 3 (6) 

喫煙 幻 t的》

館副 11 (35) 

繍尿病 4 181 

口輔れ ・ 岨

2 

lS (59) 

" 
{初}

28 (88) 

25 (78) 

U (49) 

4 (13) 

骨'"
8 (25) 

23 (12) 

15 ((1) 

12 (3帥

25 (18) 

S (28) 

畠(19)

0.0117 

。酬

N.S 
。依槍9

N.S. 
N.S 

N.S. 

N.S 

0.0214 

N.S. 
。縦陣S

N.' 
N.!弘

N忌

( 1内陥%

-32.) (o) 

書• 
‘0 ・0

"ω 繍調E・・《同ーー一一....，....x 1曲1 + ，1ω 
f (Jo;)・ .(.6+ 2."7 (1，・q)-3.d (，..1)+ 2.0 (typlcl+ 1.9 (剛》

+ 3.0 (.命C)+ 11.3 (N-U) + ".9 0"' -RO) 

自由 1 ....尽による忍勧銀有怠易機帯の他.....

検定で爾鵬t喝を比般し，それぞれの所見の割合に省志

望皇."め t~ . Completeとloc蜘npJeteの再分布の所見

を主主め， Iつの幽予として寄与阜の判定に聞いたe

...."と後噌"で.の"られた図子の..立笹の倹肘.

logistic rellre倒閣にて行ったと ころ。 .. 状幽現の釧

E貨榊卸(freq)，安..絡の前冊目現伽剖1，fiP.Viの定型住

{"凶d，剤使飯mHFH1，高，'''''伽省主(HC1，飽食U議

(N-U)，潤'TI負荷心筋シンヂ訟に'Jl1る何種施所見

(TJ-R回の寄与度が大急 <，・M!I(Jt.:backward舗砂

剛健法にて徳立:':111:/::して受賞った臨場式による勉動

脈有.，奥帯の制度定破寒{随 1l. Fr悶 F四 t.t~pic， FH， 

HC，N-U， TI-RD，これらの所見が見られた姻合を し

ない吻合..，し。有軍省冠動脈侠'の存在に対する

機定値・u圏中の式で殺される 各症例に対してこの

方式.当てはめると，.定備事u・..手でI~ 0-20% 

に続中し， !実増..でuω%以上に判別された 50%(-



河川U臓、"01.27 SUP凡..5 (1995) 

'"'阿，，'する市箇僻"例中絹例(94%)，錬漕

幹32例中"例(88%) 金体で 91.3%の惨断....が

栂られた

， ".とaとめ

有志盆のあった国子の寄与E置から指定措司院を"め両

...鑑別する倹射は窓研究以前には線@されていな

いただし本研究の問題点として Y悦，.笥悶tlve金研

究で"る.:!::，女性が倉庫札ていないことが鯵げられ

る ζのようを問却点陪あるが.両"の網僚は自信日棟上

"飽信網僅の検肘と週動負荷以峨，心筋νンヂ法によ

り鑑別が可艇とf!.bJt..少な〈とも沼・舗に関して"

非侵廃伎のアプローチで鯛眼の艦艇がか会りの程度可

，.と思われた さらば今後漢際にどのお度量刑可能か

"'.町制』切な研究が必要と思われる.

s文態。'(asueH. Omole S. TakiUlwa A. el al: C回 附V

ison of coronary arleriogroph劇cfilldi晴11durlng 

angma PE則。巾.~司ioted with S-T elevation 

ordev符 掴on.AItI) 白 rdiolt鈎 1: 47 : 539-546 

2) Nobuy国 11iM， Abe M， Nosaka H， et al: Stat・.，

cat onal同， ofelin回 Irisk factorll forcoronary 

，rt師明田 Id醐 ificationof the n剛 m 間

同時保健相Inant.Am Hta斤 J1鈴包 :124:32

38 
3) Bott-Sitverman C， Heu判官 FAJr a咽，(ianni

kas J : Varlant anglna: Compari5011 of pati朋"
叫 h 吋.1<加utfbt付相関四ronary8rt町

di健司 民凶84: 54: 1173-1175 
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正常血圧(NTlおよび軽症高血圧(HTlの肥満者に対する

体重減量が左室心筋重量および血消脂質に及ぽす効果

姫野悦"・ 地問正春・ 前里宏樹・ 賀来有米・ 原告剛夫・・

中島康秀" 中島与志行・・・ 西野憲史'

肥測は 高血圧. 高脂血症.耐鮒隠隊轡必ピの~血

管疾患段目貧困子と関連があり，また肥満自体む心血管

疾胞の危険凶子となるこ'"桜e.れている 1)-.， き

らに肥測は 血反や隼働で繍忘しても左盆肥大と有重量

右側闘がある ζとも指繍されている叱一方。'巴泌向.. 

IE者の体m減盆により.血圧の医下や.ti童心筋量盤

の減少を甥める縄告がある伽η 今回我々は b吋 y

mass index (BMl)26 kg/m'以上の正常血託Mよぴ収

縮期血a]~O-l印 mmHg かつ，または主主語盛期血証

拠-100mmHIlの経箆衡血圧の肥機者を対象として.

会場企2よぴ ana~robic threshold(AT)時の心術散を徹

倒とした週動銀法による体.減.，<産賃む筋..，血

糟脂質に及ぽず効果を績射した

s 対・Sヲよ，})信者食
対象 BMJ26kg/m'以上の肥繍'''2名正稼血圧

者(NT群)11名.経症高血圧者CHTQlIH島で.側"

とも男性"色。女性2名平均年前1;1.:， NT" 35全 7
餓白 H1'"37主 11飢 IIT鮮の半均政情期.よぴ"規

則血圧1;1.，H6:t 10/94企5mmHgであ?t.: 方訟。選

動にはエルゴメ タ金飼い.ramp負荷による心肺運

動負荷ぷ磁を崎行し.V-s1o訓e訟Kより AT決定 AT

"のむ銅像を術保tした組働時臨aでト ν ニングを災

組した。トレーニングは 1旬 1時郎{泊分辺良使

用.30分 walk柵 g，stretchingl とし。巡 3 図~..告

白梅とした IIIIAI;I.エルゴメーータ (18名}とトレッドミ

..匿'毛穴司p・.剛男"学
開館2内斜

{〒即北九柵八闘区酷叫，-，】

.掴関白制大学内側
内側寸. ，醐抑制大判l醐

f商野鼠健

t平 曲 .川八酬明 ，-，錫}

ル"名〉老健制した "術ω.20watts毎分50同僚Eで

warmm唱 "P3分間行い1 引嘗絞.m位。.1分間に

30 wa!ta，女性 I~ 20wamの前合でA仰を上げる方訟

をkった 食事は...附に行った食行動綱預貸より各個

人のB繍銃取カロリー(J200kcal ; 34島).1・00kcal 
3名.1ωOkcal: 94包1800kcal : 7名}と '-8項目

の2実行動目帽を殴1さした また，期間中料種実習2

回..11.4白金業施し .チベーシヨン金高ゆるよう

にした期聞は>2週間とした腐法前後におりる

s、.11.体a院助事，血圧.定貸心筋盆量(I.VMI，血清闘

賞(T-cho. TG. IIDL..cho， LDI..cho)について比敏

倹討した信お.左盆のエロ はmitralvalveの先舗

で毘録し.....厚(PWT1，心倉時l扇岬(JVST) 左室

舷自民期内径(LV[J)d)は Pelln法にて測定 LVMは

1. 0~ {(PWT+lvS+Lvmdl'一 (LVlDd)川一

日6([峰崎制定 a吋 Reichekの聞で計算した。統計

学的検"は両E干の比般に group1-1回..償訴前住切比

般に palr吋t-Ieslをmぃ。 p<O.05を有志とした

S鋪鍵

図 1IJ.，関幹の割腹泌削畿の sMIと体節防車の変化

を示1".NTt撃では， BMIが平均 1.9kg/m' 体脂肪

取が2.7%減少し(p<O.OIl.IIT 併でUそれぞれ1.7

kll/m'， 2.9 %減少した (p<Oω"裂 1に似法前後の

むエコ の結果を示す tl1M'旬後におも、て。 NTI手でU

lVSTに. H1'''でIH杭ITに有恕伝減少."め，

LVM 1;1. NT併では 167:!:13gから 1<5金制 gへ減少

し(p<O.O唱し IIT 齢では 176全 26，から ".ま26，へ

減少したゆ<0.05) 身災(BH)で織』正した LVM/BH

も問機の鯖操.'"た 後2巳被訟前後巳.，ずる血清脂

質の変化告示す NTDでほ， T -choが平幼 21mJ.!/dl 

句<0.05)，TG切符19/dJ(p<O.05)，T-cho/HI】L今

E加がO.9(p<O.OI)減少.lIDL-chcが2mg/dllft加
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NT  HT  

"~勾
。可" •• 1 

• 
-・4 • 

BMI 

J則!日墜さ '1 2・ .』
司- 唱 ' 

調... ..長・E ... ..長.

4縄・，市 • 勺 r 

.j"'1" ~\、
，副臥S土，.，

体1l1Ii. "1"" " 

2・.飽. .陸. .童生・ ..色.
'; P<・.. ・・ .<，閲H・8長前"・S儀後.pli..d t-t.・0

園 1 恥 .il..I:filする削M'抑制酌

p<O.OI ・，<.伺'"使雄前~.溢後 四台吋 t-teω

農' 向"の・~前後における心ヱコーのデータ

NT(ncll) HT(n=l1) p， 

PWT(cm) ""問 1開士0.12 I輔士O.15 NS 

3ft~ 。掴士自 .. 。闘士0.14・

"' LVIDd(cm) 恥旬開 4河土札" 4伺士0." N5 

.，~ 4河土0.40 5."土O.~2 <0.05 

IVSTkm) 阿問 q同士0.19 。且9士O.U NS 

nfter 。 . ~土O 】5・ 。朗土O.lZ NS 

LVMI，) 出f哨 >6，土33 >1，土指 N5 

afteor .~士~. 1同士~.. NS 

LVM!BH(lI/m) '"'"恒 E回士>1 1偶士>6 N> 

.fter 開土却・ 捕土>1・・ N5 

削的問叩n;blta噛，d耐 iat酬

附岡山waU帥 knna， LVI回附叩ricularintem・l向 tneler

In dl闘 世間 '"岡山 theIntervent山一目M，left 
vmlr;四町 m凶...L¥'M/BH: ldl、明氏"ω..m四lI'bodyhdl[hl. p， 'Kro叩
H国側TV¥I HT) 

': p<叩 f・，<附 (hefo，，"v富 山民間rftll-I副
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農， .湖町鋼出前後に釘げるJlll.i闘脂質の度化

NT(n=1ll I llT{n=ll) ，. . 
T-cho(mll/dl) bdOle m主~ 213;1:36 NS 

ahcr 195:1:37・ ".士"・ NS 

HDC守 choln1g/dt) bdore "士5 "土骨 N5 

3ft..r "土... "土H NS 

LDL_cl!o(ml!ldl) before 141.1:1:37.3 135.2土28.5 N5 

aftcr 122.2:t:U.9 120.0:1:31.0・ NS 
TG(mVd/) belore 196.:t65 E甚且士56 N5 

after ，..士"・ '"土n NS 

T.d凶IIILO-cho ~f"re 5_5土..， "土1.1 N5 

afler ...宜0.9"• "士1.2 NS 

"̂削aare叩 n:tstaooard削 81ion
山 t山 l山 l回 erol.HDL_cho: high densily lipoprotein cllol開 問1. 

LDL-cho: low d醐 ityli附 olein削蜘rol，TG: IOIlI Iri加 r地

P. : gr叫 H 圃 (NTvs IlTJ 

.: p<。風 ・p<¥l-Ol(beforevs afler， I'aired I 回。

した(p<O.OlJ.HT併では.T-cho15mg/dl，LDL-

""が 15.2mg/d.1滅少した{換に p<O.05) な払

HTr字のa法前後におりる平的政脇飢鉱還期.自証U
146:1.10/94土5mm~lg から '"土 11/85 .;1; 9 mmllgへ
低下した句<0ω11

S 考術および結審事

M"畑ahon<lと Ferrara"U.高瓜反の肥話術者を対象

区体量減般会以み LVMの減少を"めたt組合して

いるが.MacMahonは LVMの減少の約"%に体盤

減量が関与していたと述べ。 Ferraralt血圧との相澗

."偏している 今回舞々 11.高血圧ばかりでな〈正

傭血圧の包湖者む対敏にいれI 体調滅aが LVMに及

lます修.をみたが.血阪の佃備に関わらず両"とも

LVMの減少をみた LVM減少の恨F容をみるために.

LVMの変化と体11Mよぴ血圧の変化との紺関をみた

が血庄との綱闘はなし体圏直との関遣は約l<%であ

った LVM減少の像1><関して".今後.らに....が

æ.震で~る 以上の結果より1 肥満智に対ずる適齢"

よぴ食務割前陰による体E減且...友箪肥大の改栴11よ

ぴ予防に帯与する可能t撃が示唆される また...繍に

伴う高E白血" 依健施血康の."，にも有効である，.. 

える.

S文猷

lJ Tobian L; Hyperle問。nand olJ.出Iy_N E刈1}
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755-159 



" む崎 VOl.21 SUPPL.5 (19笥)

一定量一段階運動負荷試験での連動能力の評価

呼吸商{耐の有用性

古谷雄司. <PN5安"・ 中村浩士・ 内，'，和俊・

石筒浩史・ 際図!l彦・ ilf岡勝志・ 松崎益健・

Wa:型犯~."はー定JIー段階負荷'"貧に""て岬般
向{民)U， phase Iでは不変で.phase 2で米例制鱒

のニ属製化民家の溶解性が商いため減少し.その後 AT

νベル以下の運動で"定常状S留になると縦告したlt
Koikeら却は一定量ー段階負荷鼠取に必いてー般化炭

禽へそグロビン狼度安衰えると凶，~ 2の問自費医療取

a応嘗曲線の時定数が変化し.この碍定数が駿現時輸送

飽低下を観敵に反映する微細"であると領告し 般に

ー定，.ー段階負荷脱届貧から得られる陵駕鷹取畳の立、

上が9の崎定数が選動能力の..，Jtして用いられてい

る't

R 

‘2 

" .. 
•• 。4
但

lio， (ml!min) 

1醐

醐

30w ，...." 
今閉，呼吸筒(R，の一定a-段階運動負荷鼠畿での 。 。

温動向陸カの僻舗に.tタる有m栓について倹附した 国 1 R(Ex)の京め方

S 対象

心筋梗，."名，労作性喜安心症2名，バイパス術後7

名白 OCMI名の針"名を対象とし.I十.，園の検棄を

行ヲた

s方虚

呼気ガス分続はミナト社製 AE280Sをm~ '， ~民ル

ゴメータ"ロード社製CorivalWLP 400 t使用した

10 watt T3mp負荷により AT，I於akVO.~監禁め，約Z
時聞の休想像3Owau6・7分の li:..ー段階負何"取

を行ゥた呼吸商{附の智則性を倹討するために運動

s分から 6分までの 1分間の Rを平均し R{Ex)とし

た{凶".

s結果

酢'"司の検盗でATtR(E"lには r=O.65の負の

術関関係を認め， R(E叫が高いほど AT 11低〈伝うた

山口大学医学甑第2肉“
同町間川" ・u

{図"
Peak VO，と R(Ex)には r=O.62の負の相闘関係を

II!め，則Ex)bl高い陣ど隊akVO， I1低<"ヲた{悶

" 
s 考鎗

一定銀-....負荷鼠験による遡働市Eカの僻舗に...

酸縦割際政貨の立ち上がりの防法敏がよ〈舟いられる

か'.，回のー段階週動負荷鼠取で"呼吸性の変動が"

き〈うま〈術徹関般に自UingでSず，時定a震が求めら

れ信い己と も多い.今回問機集g聴取"応嘗蜘線から傍ら

れる指栂以外に一定畳一段階負荷"験より得られる指

標として呼吸鴎(R'に注目しーこの指様の運動綴カの

'事情に."る帯周位について検討した

その節操 ramp負荷から来めた AT，peakVo.と R

(Ex)の聞に r=O.65，r=().62の有ヨ障の負の網開周係

...め.30 wattという低負荷の段階負荷鼠駿を行

い呼吸商(R'の変化.見ることで退勧耐容院の僻鏑が

可能と智えられた この峨序として ATレベル以下の



AT (frll/...n/k.I) 

'" • p ・"量民+211.8 

16 L 0 
-ー • • ，.白崎

。寧自由.，

，， ' .1: ~・.・E.a 
内.~ 3 

00.，・・ • • • • • 1 トa 

4・
。

0.' 0' RIE4 1D 

箇 2 n(E~)と ATの間縄

運動でほ呼吸繭IR}は4分以内kこ経常状線に'"り，そ

の時に利用している組"に対応する呼吸商(R)を示す

と考えられるが溜動能力の商い例は炭水化物より b

股賞金より利mTることが知られてS切り呼吸簡保}は

低〈なりへ ATνぺル以上の遡'肋で"嫌気的JftQ!によ
り鹿生きれた現mの息衝により過網の三餓化炭新が織

生きれ刊呼吸耐陪 'を..えて上鼻するため RIE。によ

り選卿能力が貯舗できる k考えられた

s 文献

1) Wasserman K: Cωpling ofω(tem川 10inlemal 

"叩ration.AIII Rev Re，ゆ Djs19刷 129:S21

"4 
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F軸肱官。"(..11..;"，噌}

~ 、. y 開 -2S，2留守 拘 4

， .也"• • '.・・ 0・0日.，
初

.・・"• 
" • 
間

g 

。
" 0' ，. u 

R(E，' 
図 a nmx)とl'oakVO，OJ聞悟
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oxygcη uptake kinctics during exerci誕'"
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運動療法による運動l時の般索摂取量および

心拍数増加反応の過渡応答の変化

急性4筋梗書画III期患者での検肘

高木洋・杉町勝・砂川賢こ・

玉井静・・古附公夫・・ 下村克朗・・

速動倒賢治効製kして...大負荷"の VO.<殿様綬取

.，や AT(鎌剣佳代鰍測値〉が柵加するほかにも.安併

時や盟媛大負荷"の心伺飲(HR)が低下することは，

trainining bradycardiaとしてよ〈知られI 迷走神経

活動性元造色"..神経活動盤低下によるものと響えら

れている山しかし，これらの変化は，温動を連銀的に

陵町た時の いわば，定曾的またはそれに近い応容で

あり，それらが定甥に還するまでの早い過渡的な応答

が運動観滋でピのように変化するかについてはほとん

ど知られていない これらの過霞応答になんらかの変

化が..められれば.それらは週動療法勉梁の衛たな摘

欄と伝る可能性も考えられる

今回長期還動槻法.行った心筋梗事例を対象に，

その前後でランダム遁動負荷"を施行し，運動療法が

vo.とHRの遇政応答.j史ぽす変化を検討した

s 対..と方途

当緒段目。急11心筋便港後のリハピリテ シ，ンプロ

グラムリヵ月間刊に'加した急性心筋梗.，.. 回復期

患者 17例{卿 '5伊札智・59土 9ft'を対象に.後述す

るランダム連動負荷脱届"従来の症幌限界性ランプ負

荷依厳"隆位白紙"エルゴメータ. 15 W!m;n断楢，.

運動銀践の附"カ月後に各 l闘ずつ行 3た ，遮断

制服用例や俊破綻J!例凶除外した 付闘として運動習

慣の弦い伺年"の健常者 1"色〈男 6伊臥 61土11).1で

ちランダム負荷を繍行した

ランダム週鋤負荷..坐位自転"エルプメ タ.m
い 50Wの一定強度の運動kまヮた〈遭動しない安

静を..短5砂の間隔で，不規則に加分間撮り返し.

1呼吸鯵のかO.と1心銅鐸のHR会遡観覧録した遣

問問4巴ント問

・ 間 内斜<・陣門

{亨臨醐..曲目~"

動を入力， VO. '"たは HRを出力としてその両者をフ

ーリエ....し.その比から伝"'関歓を攻めた さらに

この伝逮開放を逆フーリェ変検して impul胞応容を

求めた後l これを時間居間分L-.Vo，と HRについてそ

れぞれ.50W負荷に対する仮締約な step応答を舞幽

した 再現性のあるヂm タを得るために，金データを

散々グメントに分割し。アンザンプル平均金行い， ， 

分までのstep応答として際価した

I .... 
I愚大運動負荷{ヲンプ槍}

遺動療諸島により，.，併時 HR1ま低下したが(76::1:14
-71企lJbpm ;p<O，I)1l.・大負荷時 HRは不変であ

った(147企z2....147企17bpml. Peak VO.は.17%増

加(1，251土285-l.470主349mllmin; p<O.OOIl， 

AT b 20%滑加。"土111-689土lZ9ml/min;p<

O~OOりした 更.大負荷崎の応嘗を 30W鎗で比較す

ると IlR肱 60，銅 120Wで低下(いずれも p<O.OJ)

したが， VO.健筆"敏かった

2 ラング~遭働A術

聞 lに，運動自信盗後.ランダム負荷で得られた vo.
t HRの'"応答がともに増大した l例を示した図

2は，同例のランダム負荷中の。週動の。n-offに対す

るvo.とHR変動が溜働劇隊法前後でどのように変わ

ったかを時系列ヂ タで示した vo置で棺前後の鍵異

は明らかではないが， IIRでは.運動制度抜後に応答全体

の絶対値{平崎値}が低下.かっ，運動の on-offに対す

る応答の変動が早〈大"なっているのがわかる

金 17例の VO.I:HRの."，応答を選動能滋前後

で比徴すると{図3よ1，VQ，とI1Rの"惚P応答はとら

に槽大C.健常者とほとんど問符となった 前後の変

化を， %変化司匹以後館前倒1/(前鎗1]として表すと

(図3下)， VQ，!:約30秒までは授はなかったが，それ
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以降 12"砂まで有意に噌大した一方.HRの"'"応

警の綱大は vo.t101:対照的色ニ早期応答に慣られ."に

15紗までの綱大が著明であヮた .た，遭鋤とHR臨

符の線形性の81l:Ufす四m智x:e11，低鰻で"変化

なかったが， O.75-(I.1Hzの向峻(盟事い応答}では有"'

に嶋大した(。“1:1I.25-(1回全O.Z2:p<0.05) 

S考鎗

今回のランダ£遭働負荷での検討がら."'性む簡便

.回復期態省に対する~lOllIl動自慢法眼。週動に対する

YO，および HRの】初秒までのS叩応符..大させ。

その節調院 側応答は健傷者と問符までに亙曾化するこ

とが明らかと金ヲた

YO，の"句踊"警は約30秒以降の比般的過ぃ応符

が9省大した運動開鮪後m秒.での YO，の初期修容

は1 主にゐ他出鑑の怠遺伝増加によるものであること

が知られている ζと尺また。健康的側柵弁変速切開衡

による vo，step応穫の縛大は約7吻秒.での早期応容

に限局したこt(第初回本研究会で綴告}などから.こ

の YO，の以句p応答の司&:*1;1..(ン彼自伝ぞれ自体の改嘗

{中継効果}よりも.他の・"'，ヨ農相婚集}が関与した可

後住..強いと考えられる

-11. HRの民叩応径の槽大".温勘早期極大き〈、

以後徐々にその.."禍尖した また，遭勘と HRの側

聞を示す<0'槍聞芭糧も高坂で珊大した鰻1l盆負荷に

"する単い HR応容はI ほとんど逮倉伸鍾を介したも

のであるζ 』ヒベ ランプ負荷の安"..と...険大負荷時

阿武が低下していたこと伝どを智息する t.これらの

HR の造型度比J著書定化は迷走神経 t"n~ 先進と運動略の

選定神経の HR・m・R艇の改...示すものと考えら

れた

. %隊。Cl.u剛 lP.Trap-Jensen J and [.as相.NA 

Tho:: eu'叫 oftr.ini時 ∞ tbeho:art rate dur時

.~ .岨同 exercise.Scand J CIi" Lob /"岨，

1970 ; 2・295-301

2) Smilli ML. Hudson DL. Grailur HM. et al E..悶 挺 trainingbradycardia: the role of auto 

nωnk bala附泡 Medsciめ0市 εxm:1989 

21 : ~O-H 

J)高木樽杉町勝砂川賢二 ほかむ楓健低

下側にお砂る運動降酸素懐"相秘奥需の'思偏過

理質的応答による績針。 む膿 ]994; 2t'i lSuppl 3) 

105-107 

"玉弗樽，高木洋.後鹿賀隆一，ほか急性心筋

...閥復期息者に対する選動..法に.紗る制限繊的

運動強度制御町有周包'-./J向 Ci~ J 1995 : (Su開1

IV) : 1345-1JH 

5) w.明 間 岨nK; New concepts in園 田 宮 鍋IIIJcar 

diovaacular functiOll.αmrlat.ωn 19叫 78

10刻一1071

6) Robinωn BF， H~lein SE， Beiser GD， et al 

Control of he.art rlllte by tJ、eautooom広間"“m

syslem. Circ Re& 1輔 1・4ω 411
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術後弁膜症患者の運動時換気能による

運動療法効果の検討

平野清二・ 繍 阜商・育園奥子・商山安治" 杉本俊ー・

野岡武". 11術省功次・・・ 古賀事実則・ 戸働総徳・・

Clarkら"は慢性心不全血者にお砂る週働時の鎗気

概2えを主に豊島気量と二目度化炭家の鰐務.との関係から

倹射し，健常人と比ぺて復気効率が低下しているとと

を報告し.Oaveyら"は開樹齢な方法で慢性心 T、金患者

の復気鋭取が連動銀滋'こより改脅することを暢衡して

いる 今回我々は.術後心疾@息脅の湿勧銀訟の効身院

について 運動時の'""能の関より検討した

s 対象および方盛

対象は術後弁..'"思宥{以下 HI))13例。男 10例，女

3例で平均年..・9企"..でhるまた.，ド，.伎訓胤"

息者【以下 EH110例.興7飢女3例，平均年0¥"土

'...対照務kしてmいた迎動負待以鰍"自転車エ

ルゴメ タによる催畿圏限界佐多段階負荷滋とし，開時

にマイ ンハート社製オキシ，>シグマによる呼気ガス

施定を行っ合 リハピリト νーエング(以下リハ)には

コ昆ルゴメ タを使J刊し溜動負荷鼠敏却の peakVo， 
"医大酸翼民銀取盤}の事。%相当の負荷強度で 1岡6分

間. 1 EI Z凪 3淵刷毎日随行した リハ鈴7後再度

同織の負術院臓を行い。リハ前と比舷検討した 闘 B

に象すように遡動負荷中の時間に対する ψEIVCO，
110m量とこ雌化線機緋棺量の比}の傭をプロッ トし，

VENco，のa最小値を1'.11.その時点までの週働時間企

Tと定め， リハ削後で比殴した

S線.
図2にリハ陶後での院'ak¥10..および安鈴凪重畳

大運動崎。..大週働時にお防る¥lE，VCo..の変化を示

す リハ前におげる関a日0，はHD1;l.11.1mll minl 

・久留朱文学製"'111113肉何

内田久榊市馴叫

.・久留米*字減園前七"

.，哨…附， >ター

k，と EIIの Z2.9mllmln/kgに比し有意に低価であ

ったが。リハによりそれぞれ却 3mllminlkg(14.1 

%l， 26.6 ml!min沼06.2%lと閥幹とも有意に何回加

した VE 1:1. HDにa闘いて・大湿動向事で比綾すると

38‘から .f5.81Iminヘ有曾に峨加した 一方.')ハ附

の・大沼動負荷益鹿に相当するリハ後の璽最大濁勤時

で比叙すると H臥 EIIそれぞれ38.'からお11/

min， 56.0か ら49.311mlnへと有意に低下した

VCo，は愚大運動時では HD.EHそれぞれ20.6から

2~ .3mllminlkg. 2出4から 30.2ml/min/kgへと省

愈に構加したまた罵般大越動防では.HDi;l.2畑6か

ら 18.5kg/mll岡山ヘ有窓に減少したが EHは有.. 

従変化防告かった閏3にりハ鯛後での Mi，Tの変化

を示す. HDのリハ前にお砂る Mil:132.1で EHの

29.0に比し有愈に商<.リハ後は HD.EHそれぞれ

30.9.26.9へと同鮮とも有怠に低下した Tはリハ前

後で. HD.EHそれぞれ7.7から !O.9分， 11. 2か.

12.8分へと両静と.省窓に延長した またリハ仰の

P舗kVo，ど T1:0，泌切には .=0.61の合怠<<.il:の制，.

を飽めたl図"

， .ー被
運動中の VENco，の変化は'""効車を捜し。その

高値釘よぴa・4唱に渇するまでの退勤時間同減少".. 

気鋤a怖の低下を反映する所見とされている制 今聞の

HDに邸付る M;の高舗は開ω備による偽気能への彰

.およびd蜘ヨ0羽ditioninllのための倹気効率の低下を

反映していると考えられるまた，りハによる M;の低

下MよぴTの延長肱，リハ後に置a陸大運動時のす. .  

よぴ守CO.が値下したことから， deconditioningの法

曹は仲う併俗筋レペルでの好気的代謝の改鶴により

アシドーシスの''''が巡鍾したためと考えられる し

たがって 湿働時の復気艇の劃定はリハ効柴の判定に
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図 4・'1'、瞬間最大量調医院a・とTどの禍度開0・
有用伝循舗であると考えられた

! .積極
1 リハにより pea.kVO.および・大運動鱒の vco，

はHD，fo:H tもに有窓に峨加したまた鍾・大湿・網吻

の VCD，I.t，HDでは有窓に減少したが.F.:Hでほ有志

伝変化1.to:1dられなかった

2 リハにより盟a陸大連動聞のψεは.HO. E:Hとも

有.に減少した また HDで..・大通勤時の VF.:1.1 

有tt.:tIIl加した。

3 リハにより VE:!Vco.の・小値 MiIt岡野とも省

軍に低下し.MI ，.での運動時間Tは有志に延長した

sたリハ繍の関a.kVO.とTとの聞にU明."正の

相関を隠のた

‘ 文献
1) Clark AL. et 81: Relation belween ventilatiulI 

削 "向di似 idepr叩加 l凶岡山剛h

"叫耐hc:artfailure.J Am C()fI白ydWlI醐

2・1326-13悶
2) Davtv P. et 81: Ve附iJptionin chro剛cheart 

fai lure : effects of physical同 ining.Br HMrll 
W鎗舗 H3-n1

3) Whi岬町.tt al: Ventilatory r伺 pono;es10 e~er 

明削 theirc佃 trolin m民n.Am Rev Rrゆ r

州四"・.:t29(Suppll : S 11-S21) 
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心房中間欠損症，フアロー四徴症およびフォンタン型手術後

における運動耐容能向上の過程

連動負荷ゅの隠鍵銃取量がヲラ時検気量の対敏関敏として製される

ことを利用した還動耐容能の指慨(OIES)の泊康応用

鳥網.礼三・ 長野B息子・ 後藤雑彦・

長崎正賞・ 倒内定生" 砂'"憾史・・・

鋼医者ら l孟， 第"闘.".昼食前研究会で。辺助負荷中

の園拠調信自略取JI{vo.lを分時."'.(VE)の対敏凶般と

して近似した織合。その相関係敏の平勾錨が0.98t~‘ 
いこと，Iog鳴についての係敏aが.任意の降旗におhず

るYEに対する YO，の柵加撃を表し，倹"に対する厳

粛を持政の有効性.. 提'''''"となり得ることを何倍L
これを OIES(叫 ygmi nta k~ ~fficiffICy slOPl')と名付

"た".OIESは。 ζの対a検閲徴金片対敏表示した縄合

の.. 舗の傾舎に等し〈 その・."大~ IJtul閉じ殴業

自慢取燭の柵加を得るのに少ない検気a止の変化でよいこ

止が種閣でgる{阻"

きて，先天性む密実息のむ内修復術後にlHf;l;的..動

耐容院の故笹がみられるが，闘衡の砲，."旋盤や街式

により腐なる.しかし，鍾"的にその抱惨を検附した

梅街はほとんどな〈 運動耐容能の改"がどのよ勺な

飽過.たど3 て週!lR:されるのか.についてはほとんど

知られてい令い また .大限ヨ医療取.11.!l検容の

努力の程慣によって左右されやすいため チアノーゼ

現心街患の心内修復術後のよう色術的の生活得式のイ

ンプ'1ンティングからの観却過畿にある綱合<U・大

負荷を得るととは凶砲であり これ佐野然的濁勘耐容

阪の勉舗として用いることは図橿でhる 本研究の目

的隊。媛大衡荷を聾すること信(.fJt的運動耐空軍肉曜を
鴨値し得る術舗である OIESt-仰い 各組先天性む密集

車においてゐ内修復衝の前後で心"・胞の故笹がどの

よう信過種で進行してい〈かを知る ζとである

名古眠大.陣寧修小児拘
《甲岨名古置問問削 町.，

0・大‘訓官民繍健司拠鋼瑚網"

岬皿 *_111，川町 4慣}

" ，・..立こ"網鍵・IItrl.lヒシター・...
('1'810 ・田市ゆ央区.人置T2-5~ 1l 

' 対.と方"
tll!l主筆者らの施般でむ内修"衡を施行し.術開後

に呼気ガス分衡を併mしたトレッドミル躍動負荷紙属議

...略的に施行し得た先天性心疾風症例初例任"略国h
m欠欄佳6伊机 アァp-図像虚，...三尖弁開銀症ま

たは噂む貨に対するフ aンタン捜字術施行例8例)で

ある 手術晴乎均年"はそれぞれ9.'全3.3，6_5全... 

および 12.5土4.2_.平均体圏直隠それぞれ34;1:14，

"土 3Mよぴ"全13kllであゥた 負荷方法uブルー

ス隊法に"づ〈トレッドミル遍動負荷t-"J~'，自覚的

燥大負荷.でとした 検査は手術直前および術後 J，

3. 6， 12カ同に随行した呼気ガス分続'2IiBI:l， アニ

マ社副 RI国.sを使"'し。得られたデータを 30秒僚

に平均して緋舗に附いた ・小自嬢訟によヲて連動負

荷中の VO，(mf!m;n/kωをVE(mllmin/kg)の対般

関徴(VO.""3・logVE+b)で近似した"の'''''唄の係

散を 01田 kした 各..".孝内における計測値の綬略

的変化の有意益倹定に"鍋り越しのある分散分析を用

いた

S 結果{図2l

( i )心珊'"臓欠鋼.. 

.大国臨調旨鰻取.(pe~k ¥.'0，)， OJESともに術向"術

後を温じてほぽ正曾な値を保ち，有.，な続時的変化金

景きなかヲた

( ii )アアロー四微.. 

Peak Vo.は術"の2・5企'.0ml/minlkgから術

後徐々に網目加し，術後，，.月に "ω4土4.0mll

minlkllに渇したこれに対し.OIESほ.，'"の 30.'土
，..から衡を金3カ月でほぼピークに遣し{ω 9.:1:4.11，

以後l主プラ トーとなヲて有.，伝盛時的変化を示き仕か

ヲた

( iiilフeンタン箔乎術崎行例
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• 醐 醐 '醐

、、伊陪刷 。~，・a
開 h 附

，，~ 

間咽

叫 b 山

VE(m肋n由，)

園 S M フ，旬-0咽圃室"にお6同遭.抱負荷ゅの..
繍慮A(vo.lt.:会情舗気温{ψ固との・0・
欄・・a・，・s・3.よぴ".月民か"て.Uに
peak Vo.U~監・してい....衡1l 3bll l:: 12111) 

の.0，令EOI憾のプ"' ト Uぼ~-食し，・筑区"
す.・.慢散の有働?を松衛俊".で"..ずる bの
..えられる

P<!ak ψ0，11術"の 19.3全 4.2ml/min/k賓という

偉い健から.情後会鐙過を週じてbずかに婚加するの

みで.術後 12.月においては2・8:t3.0ml/min/l<1I 

L 術鮒舗&比ぺ有11<<<変化を示きなかヲた.01白 色

阿梅でめり衡騰で21.4土6.1，術後 12倉Hで".7土

‘・.，出まー定.保った

S勾'
h・kVO.t.l1 VEについての対敏岡敏で表きれる k

すれば，

VO.....loiVE+b 

これ'VEで億分すると，

dVO，/dVE"'.'O{Iog.I01!VF: 
したがヲて，この式の田{すなb'るO[ES)IまVEに"

する VO，の綱島庫...定する係敵，宵い鏑えると 橡

奴に鱈ずる峨療機放の有働盤をあらわず鋼様といえ

る. この綱"の".・11.ぞれを攻。るのに必ずしも.. 

大白衡を援し命いこ tである

幽 3U.， .&るフ，ロー自信定座"の鋼a・"よぴ術後

，.よ tJ12'bRのタタを比蝕したものである.術

後.p個 kVOμa次第に婚加しているが， VO，IヒVEの

関係は 3 抱月"'~12 jJ月闘で陪ぽ等し"すなわ色

OIESはほぼ帽しり，これらの削時点での."に対ず

る.鍬星野取の有動性は実僚にU肉観11<であて，たと替え

られる このように， OIESを'"い此ばφ 負荷強度が

少々 民&ヲていても，ある....，の穆慢性を色ヲて...，

耐曹能."舗で書ると.がわかる

砂川らは"目 盛先天往"嘆息の心内修司術後.

実際の心.，.艦隊編後unで山宮箇復ずるにもかか

わらず.関山Vo官の改"にI!'J1隼を憂すると述ぺて

いる圃lこれ11.この聞の血児たちは自覚的.大負測に

もかかわらず..のa医大負測にB・L・こ〈いためである

という"すなbち 鹿児たもは術前の修厳罰脈血症によ

ヲて楢動性の..い金援線認に慣らされており。編後心

...艇が閉館した後，徐々信衛備の制限された生活"

"から脱却ずるむのと宥えられる.

今掴の続々の値寮で陥."ロ 図徹盛観拍手術後.

関鰍VO， I;I:約 1 年にわたヮて羽，~にa・するのに"

し OJESU:惰後3カ月でピークに返している これ

".砂川らd')tllfrl::阿繊I アアロー岡徹慌において11，

実照の週動樹f:・，，，.. 像的3倉Rで回復していること

を示しているk考えられる ζのようt.fOlESt関・

肱Vo，の回寝過"の時間的な.... ・11，術館の生活8・式
からの製鋼のたの<，約 1与の鼠聞を更するためと弔

えら"る

心不全冊a・砲の心房副炉編欠綱飽e児では。道動画隊容

飽はIJl:rlE官官であると宵われて釘り 本研究に幻いて

も附閣の組織が得られている また.衡伎の p即時YO.



It速やかに銅観して，ファロ 図徹，."例で見られた

ような OIESとの剛健のずれ憾認められ会いこれIt.

心刻中陳欠鋼症においてU術前からすでに商い運動耐

容能を有しており 衛前の生活様式の思彫・.受げる

こkが信いためと考えられる

一戸方，フSンタン製乎編施行例にMいては低椴ヨ際自

信の線"にむかかわら，ヘ 編後peakVo" OIES tも

に有奪の柵加.認めずI 依値にとど卑 勺た ソ喝ンタ

ン塁手術症例の逮動耐容艇が低いのは 1巨'M出Eゃ

鰻大む伯散の低下"・11Ma属噂道施伍が低いこと巳よ

る腕循環の maldi脚 iblltion布によるものと考え られ

ている 怠た。本手術後の運動耐容能It手術年船によ

って修・されるといわれている..，紋々のデータで

も!手術附年齢"術後 12カ月に"ける peakVO，およ

びOIF.Sと負の綱"を示し，従来の鍬告と矛繍しなか

うた{そnぞれr=-0.83 H.l lj-O.68.いずれ， ，< 

().05) 

S 文献

11島‘礼三，長嶋正実，砂川憎史 ほか運動中の

刊し，R v，ω27 $UPPL.5 (995) 8s 

.....と磁調障筏取.の関備に投目した斬しい週動

耐'"陸の術様(OIF.S).r.(.-I・j役嶋中

"砂川栂".佐'" 検 ， 本 州 事 " か CHDtR附

術後の運動耐容能向.tの過程 ファロ 翻心疾患

についてー 白児."野2:96:51‘
3) Oriscoll 01. Daniel60n GK. I、.・ FJ.et a! 

Excrcise 101er&1"II担制叫 cardiOr6例ratoryre 

" 相 誕 10t'xerei鈴 aft".lhe Fontan operalion 

加 triωspida叫 aoT functi on~l 叫怜 ventrl

cle.j Am ColI白 rdiof1986 : 7 凶87-109~

心 2泡1陪惜 TM.Drixoll DJ. Mottran・co.et al 
F.xercise loleranc..， and cardiores仰 向loryre 

S凹噌"斜配'Cisebcfore and after the Fontan 

operaliun. M.砂，CIi"l'rrK 1989 : 64. : H89-1497 

5) Gewiltig MH， Lundstrom U民 8叫IC. et伺l

E同 re'5er白 押硝.esm pゅlien匂 withc創刊僻剛，，'

~artd間ase aft~'T FOIlt311陀悌ir:patterns IInd 

detenmnants (lf perfomar凪 JAm ColI白r

d，oll990: 15: U2~'I(J2 
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混古静脈血駿紫飽和度の連続的測定を用いた

最大酸素消費量の予測(potentialV02max) 

山辺紛・ 金秀 樹・ 組欄iE.亀・ 船飽食樽・ 側山タモ宏・

慢性心不全において左"・健 k濁尉耐符健の聞に有

窓の側聞がないことが鰍告きれている"慢性心不全

では作腕断.，健が週働耐彩縦告処定ずる鴎予の tつで

あるたのへ症候限界性のプロ トコ ルでは負荷が心

ポ〆プ.艇の限界まで霊らないことむその懐序の 1つ

'"われる ζのような喝合。彊属大負荷のヂ←タか

ら・大椴調関剤費盤 (VO.mauを算幽する方法が行

われる'凶i 袋々U，趨働ゅの限翼民..，院"と泌合併脈血

a臨調隠飽.".の悌舗を開いて VO.m.axを予測すること

.依み"

8 方酒量
心筋割'，"，鉱頭易心筋tl，.巨大型む筋躍，弁勝位

健常入金含"50例の 65聞の検査金問織とした運動

ぬ湾総坐位エルプメ タ金飼いた.負制政U週働時聞

が約 10分間で終了するように負荷柵加到怖を叡定した

individuol nunp proto応。，.周いた 負剤"点はボル

グ繍敏の 19とした 測定項目1;1;， m呼M ス分割時義

眼 (RM -300} 1;:よる国際機1!f~.(VO，)， (21射静脈より

帰入し膨動脈に留置したオプチカデーテル記よる混合

'帽出，."町布11l(S、<>，)と右ω内fE.(3)(.0鰍徴，血ぼ

である.VO，!: 5...0，1115紗包の値を早均して問い

た民計処酬は M3cintoめ StatwurkI i'mいて行い，

p<O.05 t有奮とし危

5・...
凶 自にS¥IU.ilI!観測定め奥データを示す 週毎朝1i!

a台にて.プチカテ日.. レを縛入された後 <ルゴメ

ータ秘匿まで歩いて移動し.斜)}O分間の安静金位をk

った週動を warmmg叩か らT3mppTolocoJで行

跨p淵叩E州

《守~・ F・戸市中央区網町 7-5-1)

い，畿大週.，岬後四o1ing-do"."して運動中止したこ

のおと歩行にて迫観台に'"り."，臥位をとった こ

れらの，.，，，変化や歩行.運動伝どの身体総動が関 Bの

s、，<>.の傭に忠実に反映されていることが判る樋Z怠

U安静金位からエルゴメータ鉱酸鈴7tでの VO.と

5，0.の崎閉経過告プロ明卜したものである vo.u.温
験開始ととらに刷加して warmlnK'U~ の岡 pl ateau

e示し.ramp cXcrCl鰭時にはほぼ直線の網加を示し，

防了後倒歓開般的に低下した 注目すべき USvO，の
変動で上記の VO.と発全区対.'"変化.河医した聞

2省は叩mpellercix .害了時までの VO.l:5，-0， ~網

"と縦舶をプロヲトしたものでめる VO，I:; 5...0，1.: 
は密綾なE配線関係が成立した この置舗を 次回帰式

に近似して。5vO，が 10%に当る点U)VO，~を算出し

た この健を俄飴会れ得る皿，債を.大限附iれした時の

繍調慣例....考え・凹t凹tialVO，m.... 1::名付付た

VO.とs"u.の関係 1;1:il.1!がa最も多〈珂165(89

兎>.iII動終了前に SvO.C)低下が純化する型が5/65償

却 1 附じ<svo，の低下が....に伝るIt'J.bl2!65(3却
に見られた 後二省でus祇)，10%の点の予翻姐が*

"の線よから優れることが問題である'<， 一次回銅線

の純I関係敬1;1:1.0-0.95の例が・81臼 (74%) 

o 例-9.0が 15/65<23%1. 0悶 -0.85が 2165(3%J 

と尚い値を示すものが大多散を占めた

s考.. 

SvO，!.t心甑依る〆aッタや低釧:I!t主む不全で低値告

示すこ 2どが知られている オプチカテーテルは近鋼"司

売された近赤外線吸収を用いて Swan-Ganlカテ テ

ル免越自民の血液へ.グ0ピンa捜索飽組，..測定する袋

置である.本法のWlIlI;t鍾めて..ぃνペルのs、世で

も傑た れている ζとが報告きれている".*訟を附い

た 5，0置の連続調極!U.v峨乎術後にt.111dou勉幽"の
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闘 1i島倉島鳳血..・相II(SvO，J温線刻健の実潤データ。
SvO，ll!l脅の体像や命体活動に鋭敏に応じて変化を号す

{本文.問}

~ 

“ 
~r 刊、 r. O.~9 
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官"• s 

" " 
却 4圃 E・h

2・戸、， -. 8 
》
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・
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醐 '醐 B醐 醐• '0，側刷帥

" 2・“・..U.IVO，闘・K

国 2 Vo，-SVO，陽偏匂
多ンプ負荷"の館事侵略x.(VO，H:S，-o，U厳密に"体的..反応を示した{悶在). .:.の〈二とより週鋼胸中の

¥'0.1: SVO，U直俗的信関係.mした この 次開般から SvO， "' J~ %の点のVO，l陸軍幽したものを

poIenti・I¥'0，汀..とした
変化.・a・に度検する術"として周いられているω

適働中の骨機筋では..闘素補費.の網開加山応じて毛細

管が闘いて血浪..'刷し，筋細胞のミトコンドリアで

u， .. ，分庄が低下して血抜からの厳粛鏑出寧が刷加す

る温風両のS叫 Eはこの2つの現司臥す."句会~の

....の何分布と骨術筋での陵黛倒出の9管制によヮて低

下する したがって，骨絡筋<1I大限血塊が婚加し向

"に血中僧京がa医大限IIIIIJ¥される点1:1:¥'0，同..であ
るとともに勧<l，の鰻鉱値の点である ζ のことから

pol('llli/ll VO，m/lx IH自動に対ずる心胤管系の.大予

備能告示.. 酬と宵える.この点のS伯け"%と決

めた糧街".心霊安息息者の還動防s、。aを測定したい

くつbの研究砂"でs.o，のa・依舗が共通して約 10%

であうたた~である。おそら〈骨椴筋への臨調健供給の

限界が厳大a臨調債"激越...組定する critkal1'0，レペ

ルまで週動が行われた陣I 全身の"'，.分僚が骨偏筋

血施を繕持するように.大の変化.示ぜばこの鑑が策

現されるものと考えられる 令聞の倹射で側々の"例
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の殿恨の 5¥'0，ほ 10%から 10%まで順があり。平均

s、.<J，む 21 土9%'高〈。自ß;é'~~最大迦動向に骨絡筋で

は IIUHi~医大限に抽出されてい宅旨かった したがヲて

大節分の佐例では実際の連動において陶t伺 t!alVO， 

m聞は必ずしも実現されてい'"い本訟の問姻"とし

て。先天性シ守ント袋"や叩状腺制限緩元選直や野健変

のようにシャント血流を荷ずる隣でIJ適用できないこ

とがあげられる また本抱傾は舛"法による予測値で

あるため運動中に全身の似疏分布が急に変化して

VO，+SvQ，関係が幽線となる喝合も問題である しか

し.VO.-S、，0，1凋係の相関係般は大事分の例で桜めて

高かった 酸黛柏仰を VO，ma認の予湖に周いる本語食

"骨格筋への煩犬の間際緊遺憾震がむ血腎系の般大般の

能カを袋わすという偲点から心血腎予備飽の野閣に有

利である

S縮刷

p，はe罰tialVO.ma1t l.t心血管系の複能にとって理幽

的に可能な般大の酸衆消費.で， .(，E安息"脅の心血管

予備舵を客観的に肝舗で怠る有益な..'"考えられ

る
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運動時体酸素摂取量の体重補正の意義

運動筋筋肉.による禍亙舗との比鮫

"峻匡子. .緊野井英次・和悶攻・石坂Rニ・石瀬久也・井上惚・

.. 働'1'の検索俄脇降.野偏するためにほ，自慢京E聴取
量の大侮分を網貸する轟動筋の星で体_.lUd・.補

正する4佐賀がある しかし.遍動筋筋肉.の測定が伺

.1，1: ，~・，.ー般的に俗体..による嗣亙で代川してい
る川停電による僧正，主体舗の遅いが遮質繍筋肉屋の

遣いを反映するこ k舎前複としているaにこれまで.

慢俊心不全息宥の体重と身修組成の関連について倹射

した鋼管惨ない浪々...優佳も不全也剰の~体総殴

を健常宥と比鰻し，週働時停自費量償..取.の修館補正の

...鳴を倹約した.

S対..方埠

対'11;1;，年a・-性別による修・を...干するために，

，，，.からω調院の身性に阪ヲた.健常省，.，と.'1<僻榊

Z王室磁幽・，，%朱欄のむ倒見健.."魁省 M例.対象と

した.心畿艦隊曹血者".催伏のない7例"眠症校野}

と，自需生活で。不全症状の.る 7例t心不全僻}に分

"た{決 H 繁勝.，左貧医邸周解'"‘盆伏"とω不全"

の聞に差値々かうた また.身長峰 31'闘で:iI!.o11，主か

った

金例区ついて.，陸自Bエルゴメータ-(Lodt， Corival 
4帥)~JlIいた多険階謝調回避働負荷依願を施行し岡崎

に呼気ガス分柄(Minato，AE-280) t-行った 3分間の

安"の後毎分 5-IOwattずつ負衡を漸槽し彼餓限界

で中止した WaS!~il"ann らの方様"により anaer.

0'・cthre;lもold(ATJを決定した また，ニ..ネルギ

-x線吸収錫定法(DEXA)により岡下肢の筋肉筆...

t1it. 1・.aHH闘した

， ." 
AT 1;1:， ・・調.. ，より無践を'"で低下して.，.心有企

・禽山.唱・綱大学医学飯.，内総

f守鉱調。叫" ・山削，.，守~)

"では.らに低下していた(表引 体風は.値M'"
....状"で防有窟な2をはなかヲたが，心不全鮮では他

の"・"'有"に少なかラた 下館筋肉.，惨劇風と同

...鍵"..と鱒篠状"の問でほ捜が借し心不全鮮で

他の'"より有志に減少していた ー方下肢の脂肪

tu.:，健常"やa眠症状"に比ぺ.心不全野で少伝い傾

向.包めたがその震は有怠で憾なかった骨組量は

'"聞に径が仕かった その節感白体IIに占める下厳

筋肉量の鯛合は，いずれの"でも 15%となり i 体制成

には鍵翁"と心不全齢の明らか伝鐙がなかった(表

2) 

AT t-.体重で繍正した値k下肢筋肉.で綱正した

飯倉比依するとφ 同宥の聞には r=O.93の良俳句蕊網

開が"められた{幽 I) 

， ..，廃
.近2堂々 U 慢性心不金血嘗で".健術省に比し下

a支局書肉a訟が減少しており，これが趨.，耐s'曜の盆屡伝

低下鑓幽 k伝っているこ tを明らかにした心不全a
有で砿目常身体活動が制限されることから，この筋肉

.. の減少が，健調律翁に膨められる必=叫"ぬ伺'"と同

じ...による可健伎が示喰される町鎗衛官者では

“関ondil;on;ngにより遁動舗が遺恨的に減少するこ

とが知られている"今回の繍針。吟.慢性4不全息者

でも健常者と問機，選動筋の選a照的信減少がS認められ，
脂"ゃ骨塩の録応峨変化が.. められなかヲた.

今闘の検"でほ.対象から度役.陣外し.年・..，限

定したその種仰"，女性""性より皮下脂肪が多<.

..虫に占める筋肉量の欄合が小さいと考えられるこ

，. .た.筋肉盆は加酬と&もに減少するので，身体

組成が年歯によって繍なるt考えられるためでめる

以上.心不全M障者で".健常脅に比べ体Z憶が少仕か

ヲたが，この.1f.1.t主位辺動膨筋肉.の減少に組協した
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したがヲて， 遭勤時の体敵翼民鋳取11を体II~繍正した

値は...位週動峨肉あたりの酸素毎取量の変化の指棟

主役ると考えられる

， :t献
}) Wa!l8e!明 3nnK， H~，1SeIl JE. Sue DY， et al 

唱・2司IATqJ，*aによる術立値(AT/nW)と7陸路

肉屋による構疋鎗(AT!M)の関係

AT/sw 1< AT/Mの聞に札良好なA相関
がみられる

N 健常民 A: .~定紋貯， 8 心不全僻

Principl四 ofexerc四回tir沼周吋 l同 erprela

tion.同 ilsde砂川a，Lea & f，ぬiger，I兇8

2) Miyagi K， Asal¥Qi H， Ishiuka 5， et al: lmpor 

lance of total lcg muscle mass for exercise 

intolerance in chronic heart failu問 .!tll 11，ω"1 
1993: 35 : 1 ~-26 

3) Herg HE， Dudley GA， Haggmark T， et .1 

EH，阿川1irnbunloodi略 加山almusde 

m 弱 andfunc¥ion in humans. J A削問問d

l問。河 t間 一:踊
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運動筋部の血流および政素化動態と

換気闇値との関連について

近赤外線分光法による倹肘

賞辺'"行・ 鯵嵐隆ー・ 武安訟之・ 外山昌弘・ 板本和，..

修下鏑郎・ 繍蒸 武・・ 斎厳巧・・・ 111内孝貌・" 増岡健志'

心割拠能不全例にJJI1る運動耐容能の低下に".少々

〈とも-111"運動節への血桜置涯の低下が咽与するこ

&が知られているが".ill防筋への"滋濯旋や殿場"

..状.の縛備に1;l:IlWfttJな験査がa贋であヲた近年目

近稼舛{冊分光践により，組織の微量民化a吋ぴ鯵描欝

化状恩.そユターする凱みがなされている，純にi 凶

，ずらの考率による 3寝袋方式の近郊外分~8i: I;I. . 組.

"へそグロピシ(Hb) ， ミ.グロビン {Mb)J止の，，~化

縮分，脱訓監察化節分針よびその.. 量の相対的.腿時的

変化を簡便かつ非侵槌的にとらえるこ とを可艇にし

た"本研後の8的陪健常例および心侠息例を対象

に。選盛輔の運動筋.."陶務"変化および邸機化働組

を白近み外分光訟により際価し そのパターンと 1I 
..耐性.符に像銀側継との関連聞を倹射することにめる

S 剣a院および方建

対.."鍵"例7例.心疾@例M例{うち虚血性心由貿

lI¥12例}で金例鈎怪」平均年働(.:1:30)IJそれぞれ

31企2必よぴ58企9織でめった.心肺遍働負掬U坐位

自転別院エルゴメータ<1Ilぃ Ow~ttX~ 分間のヴ定 ー

ミングアップの後 1 watν6を少のランプ負荷を緒行l

Mij ifi曲，"社副 Oxycon-~ を周い3<)砂忽に呼気ガス

を分続 体....m取量〈す0，1およびB健康ガス縛柑"を

測定した倹気附舗(VT)は V-slope訟により閃起し，

対応する地O.の鱒で捜した また岡崎に島樽震作所

鍵 OM-IOOを鯛い，右大周回厳筋僚の近罪外吸収スペ

...大学‘鎌健司"院内絢
1. ，.，つ《ぽ市天車内!-L-l)
.・震度決字削民腐震・・E刷費.

('1' lOS .-) <同点，.，ト1-1)

.温u 両院内"
{守山つ〈師 文 明 "阿

川...刷斜

内抑制榊・1別}

タトルを連続的に泌定.方ンラインで1防んだnみ電気

硯l'C-91:101LXょのフロヲピ ディスクに傑存する

と問時に，図村らの"班長(180，ω5九'3<)剛.1眼光度

繍WI皇"により..砲事化 Hb+Mb(以後。"とま慢す1.

腺.."化 Hb-t-Mb修司deoxy)JJよぴ総 IIb+Mb(岡

t01al1の綱対的合変化を測定した.ここで，濁動中の測

定書関婿内の Mb盆ほ不変位ので。10111の変化."その

慮IIHb.すなわち血減量Eの変化合裂す

'"聞の重量の検定に砿 Marm-Whilneyの U検定

奮。多瞬間のそれに1;1;Kruskal-Wal1is倹定および多

量比級制阿い.ρ<0.05をもって徒計学的に千il!!::し

た

， .. " 
a駆動中の。別，deox¥，.totalの動111;1:，血液民会反換

する 101alの週働側鈎後から VTをこえる付也患で

の勤勉によ り. 3つのパタ』ンに分期された.ず.わ

"'ω.1が運動中嶋加する・.. 銅製・と "とんど変化

し信い・4炉問型ヘそして減少する・減少型ヘである

図 lA-Cにそれぞれの実例会示す箇 lAIJ:，30餓

健常例で・噌加盟・の例である血液..反映する"凶

信道動初期に"原理組の滑加を反映して減少したの

ら，運動泡中から治加し餅ぬ 選動中舞前信血液が筋

継1・に存住する ζ とを示しているまた d脚 1yu.mi1凱
織の倣*炭取の制加.反検して繍加し.oxy U. VT t: 
過ぎて色減少しなかヨた本例の VTは 18.0rnl/kgl

分で良好な運動耐性を示した ...加担.に.刷る他の

例でUoxyの減少する例bみられたが全開でd四仰

の栴加は良僻で ‘....・への..際自慢総".血桜島の槻

加眠応と ともに，信組aでの...，聴取涜;溢の耐稀もこよ

り附われていると考えりれた 凶 l胞u......oom・で.

"餓興性高血圧位心~"例でおる。本例では週動巾の
¥otalの珊加は VH過.ても会〈見られず， deoxy 
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健常例

可制

" 
" 

" 

" 

" 
寄
る

L て;協同法開空l
mJ:1二科西空間

鴨~a'

血旭....化..バターム-，検銀・ー.CVT)

"・6・
ー刷銅盟

園 zC. -浪少盤・

に専行してo笈yの減少.'.こるが防組織の厳禁債取

の・"院である d四"の量陪.ほとんど変化しなかっ

た本側の VTは9.8mflkgl分であり，強い週動剛容

雌の偲下がみられた ・減少盟・で熔 働総"の蛾業自聴

取の"，.に，ゥてιヨ魁ゅの筋値醐.の鹿蔵量の減少

が代償しiきれてい抱いbのと縛された

心a・例M例でu・噌加盟.Ubずか3例のみで，

S例"・中間畏ヘ s例が・減少".で.。た VT(ml! 

k，/分}は ‘噌加盟・で平絢15.9であうたのに対し，

Y叩問鑓・は 12.4.・減少型・は '.7と この順位有，.

に減少した (K，凶kal-Wall泊倹定 p<O.02.多.比

敏p<O.Ol-o.OS】{図引怠た."例で怯 7例<T. ， 

例bI.Jlt1l岡崎・である カ 2例・減少量'がJI.ら仇

た VT 11.Jtt加塁・で平均 17.0で.・減少盛・の IU

に比ぺやほり大なる傾向C.t".，1と(p=O.(I5H図2J

mJE相当割

制?- w 」-I
u-~'-， 十

可制 n "'・帥 _. . 

P圃E且

∞ー刊日

指加盟 ，・<t"，盈・'.認少量・の賓例." 

! ... 
迫駆動筋僚の近赤外吸収スペクトルを爾定した結集。

tQtalの変化'"梱のパターーンに分別され， ζれが運動

陥筋... ・での.....取の噌加.反映して噌却1， 0)1' U 

....，の・・・のごと〈減少した *"の VTu: 13.8 

ml/k(l分t.，・・院の遍動耐性の低下を..めた ‘中

間，.・ では，週.胸中の血検温の刻・加反応が不良で筋

組織の雌."略取の光造により これを代償していると考

えられた 図 10は72a. ~.(;盛例で噛少，..であ
る本例で陪 t。制'"運動学ばから減少に転じたこれ



耐健と礎篠な関係.有する乙 とが判明した 近赤外分

発訟で隊。近赤外光の透通.，躯告知ることが雇しいた

め変化..をa度変化としτとらえる ζ色は厳しいが。

。".傷。".凶..，それぞれの鰐対的変化量.吸光度度

化鑑として知るこ とができる陶Mb.'1-定であるこ

とよ り totalの変化はa穫量の変化を示すと考えられ

る 血護室は血埠量そのものを示すbのではない@九

おる...こ"に組定されるらのと考えられる そして

その変化の各々のバターシにはそれぞれ特徴的信

叫払 deoxy の変化が，，~られ.近縁外分光訟に "'" 

a度'止のみ~らず，筋飢・・の徹質問個略取紋舗の野舗も可能

であると考えられる本法"遭働耐性の得備において.

む慢 Vol.27 割JPPL5 (問問) " 

その術館の理解，治僚への応用信どに有用であるk朗

仰される

s 文銀

1) Wilson 1R， Ma州 nJL， Sehwanz D. et al: Exer 

C国剛山"回 ;1¥patienl¥l曲 chronほ"，，"
failure: Role of impa;red &ke除talmu挺 e帥'"
tive now. Ci剛仙川拙 ω1019-1即

21岡村正". 色 司，.繍貧光.11か辺国保外レ

ザー先を飼いる鯖侵.，主体計調 主〈に本2去の
臨床応用をめざして 人工・，.，舗ゆ 18: 1，，73" 

1580 
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運動筋にお貯る近赤外分光法による酸素化ヘモグロビンと

嫌気性代謝閥値との関係について

三浦剛士・竹内徹・佐蔵憾・高鍋夜子・

寺門節鎗・ 2・筏賢輔・ IJ>'吹山千四時・

近称外分光i1iiNl民s)による2出動中¢骨格筋での酸

.. 化へそグロビン (oxy~Hb)の変化は静脈血殿様飽和

aと高い鰍闘を示し，活動筋での僧策動鎗の野舗に.，

m可績である・"'.Wilsonら"は心不全a者で硲健常者

に比し同ー負荷.""で外側広軍での oxy-Hbの低下

がより大きいと報告し.商慣ら叫ま ro.mn負街中に大

島四頭筋でoxy-Hbが低下を開始する変幽点を留め

鯵然性代附防組(AT)との側に高度の正相闘が週ちると

傍告した 0災VーHb1;1:耳障"Hb解般に依存すると考え

られ.呼気分析より得られる AT.呼般佳代償点(RCP)

".活動筋に必砂る代制の変働点であるため.これら

が関遣する可能性があるが，院網に検討した・Uil1~

い複々U① NI挺Sにより遭動中の話動筋で oxy_Hb

のま幽点が決定可飽か.②その変幽d誌の将現性，③変

幽点と還動副首容能との関係，⑥変幽点tAT， RCPと

の関係 ⑤ATレベルより低い強度..よぴ。高い強

度の定常負荷を行い。xy-Hbの変動について制貧富Jし

た。

， ，時.とコ町議

対象は ATが"められた量動調"例{皇字削"土3
鎗九健常者幻例(匁働27Jヒ 4黛). NYIIA旧 分 頬

Class 1-11[の優佳心不全患者 16例。刊.5・" 繊}の

43例である~全例で目 ミナト低利移社製 AE-280を使

閥し，呼気分析下に. IO-30W/j予測...の飽候限界性

ramp負荷坐位自転車エルゴメータ金箱行し.呼気分

析御舗を求冶た問時に島海興作所製 OM-IOOAを周

H. NIRSにより，右外側広筋での Qxy-lIb.脱隊司際化

Hb<de刷 y-Hb)の変化を測定した健衛宥 12例では

"現性を倹射した 健常者 5例で ramp負荷で決定し

..尽縄大学努Z肉"
(守 l関東京・a両..筒節句 6-7-11

た ATの 60%ωelowAT)， ATから母商酸雪官僚取a誌
の 40%(uoo時 AT)に相当する強度で 6分間同短調背

負荷鉱験を緒行した

， " .. e健省賞者の''"ゅ負荷の実例を図 1に示T.0吋 -

Hbは AT近傍で低下を附鈎し，鮪 1U点(Pl)を

RCP近傍で第2変幽点(PZ) f"形成する deoxy-Hb 

Uほぽ対跡的ι変化した， P¥I;I:企例."は'"例で決

定可能で。1'1は AT近傍に.P21;lRCP近仰に隠の

られた②健館者 12例の刊現性.. 1固固と2回固と

。澗に判断;0開 .p<1l刷。 P21;lr=O“1.
p<O.05の網開を館め良好であった ⑨鰻高陵紫綬取

星と AT.RCP、P¥， P 2におWる倣燕.. 取筆陣遭動

家。健常者1 心不全忠司障の劇に低値を示した Pl!:.O:
高品製鋼闘機取量との聞にほτ=0.645.p<O似>05，P 2と

の聞には r:0.899、p<O.Oω5の側闘を留めた<!)P 1 

とATとの聞には r=0.753， p<O民地5.P 2と民CI'

との聞にら r=0.925.p<O.OOO5の相闘を留めた(図

21 ③足常負荷紙駿の実例を幽3に示す belowAT 

では磁調階侠取量は定常状畑に遣し， oxy-Hb隠耐震木

変..b刷.ATでは酸素調略取""定鱗状態に違せず

。克y-Hb1.1:低下した 金例で向.. の鯖嫌が憎られた

S 考策

問 RSにより非侵農的に繕働筋同自慢難勧.の府舗が

可純であった.無気的代創の動員後のニ敵化炭粛の網開

JlI. sohr効集による水*イオンの槽加.m炭酸イオン

の減少という変化..，，，債 Hb解殿幽錬を省方偏也さ

せ.Hb からの.，院解慮老健遣し.oxy-Hbの減少を来

す要凶である。したがって.ATとl'1はa眠気的代劇の

勤"を別の角度から同定した抱卵k考えられる 本研

究の結果はこの仮観を支縛する P 1， P2は選働耐容
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能に関遣 した揃概で'" 心不全・舗のIi.. 鹿野信に

利則可能である&考えられる 呼気分析Kよ，.. 気校

橿を.NIRSによ"言動筋の厳司隊化状朗.醇値すれば

運動耐容飽を鵬定ずるE重要伝図子が同時に.より務個

に胃価可飽と考えられる

岡崎別

Below AT 

• 

• A!hI.，・.-，
. 陶~門，

a・CHF ，，-11 

.・ i・a 2'5 '" . "" 
P2ψ0， 初動鴨叫d
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咽 Sω叫刷 』副
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， "似
1) Seiya岡市 A，Hazcki 0 and Tarnura M: Non 

invaSive qu四 titativeanalysis of bl00d ox子

炉 nationin rat skeletal rn凶副e.) Biochem 

1988: 103: 419-424 

2) Wilω・， 11退。 MandniD， McC叫IyK. et al 

Noninva即時detection01 skeletal m~詑le umrr 

perfu叩叫hnear-infrared叩 ，。叩， " 

凶 tientsw山""""削 lure.Cimtlolion聞殉.

80 : I“8-1674 
3)高嶋疋行。山凶智得木下車行心不全忠司障の濁

動衝での陣織化ヘモグUピ〆/ミオグロピy の変

化 Jtn Circ: J I鈎 3: 57(Su押11):1-316 

(Abo旧 .ct)
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Syndrome-Xに対する neophyllineおよび

theophyllineの効果について

奥飽和美・ 野原隆司“ ヨ巨体省・・

羽田組彦・・ 幽閏正俊“・ 篠山'"威・・

SyndtQm昭一X1.1:，窓動.. 泡膨10は正常務見告示すに

もかかわらず，線む佳織の胸"'症状があり，遡動負荷

によりむ電図の ST節分のa血性変化をみるものとさ

れる長期予後M良好といわれるものの叩防drome-X

の〆カエズムや術館について，なM明砲な線告は会い。

現在h・.. 脅されている仮脱左しては，省島小循環νベル

の血管低頚予備能の低下、い凶，および1M:1fII"・hω'"

naty flow陀$(lTveの陣書棚引 さらに我々が報告して

いる心筋剛胞の出汀u鎗な網代債l陣嘗('・FDG-PETに

よる心筋全体への diff"seな取りぬみ刊..があげられ

る土配の仮...前提に aminophy山崎の鯵箆によ

り.，抑耐。me-Xにみられる循環動態が改.すなわち

週動負荷による腕続出風心鎗図変化までの遁動樹容

量が有厳に"'.する左いう綴告同一I叫がある また

安定練る曜を対象にしても同制障の結集が報告叩か..，さ

れている Syndromc-Xにおいて総，運動専の負荷に

対して.微小鮪...司どるa最小動脈での鉱様作用を b
つadenosineの分秘隊啓，あるいU血管自身への

，d刷。割~に対する作周隙曹による 心内鵬側からむ

外腹側への血流分布製常が生じる..，という観，hるい

はadenosi陶の分布..，.の不僧位がprearteriaの

不吻ーな興常収縮を生じa噌・川 会引き"こす山聞と

観明される。これに対し aminophylli配信 "0四，~

antago印紙であり.血管の絢ーな盤穫をもたらし，沼

動中の微小繍斑および代劇を正常に保つように作IUす

るといおれる今回.銭々は伺oophyJlilleJ事よぴ"，'"

phy叩"の錨床の鳴での応用性b考慮にいfi.その峰

。援を周いて S抑tdrome-Xに裏付，る伶刷会倹討しI

大阪総+停衛官定

('1' 543 大阪市実正宅管区鍍，鏡町 5-531
.・2第.大?催者r./IIMS内網
・・・ 宮前自由大字医療倣術短剣大~.

得価仙東肺帥悶担制"酬削

病""メカニズムについて場結した

5対象

Syndrome-X 比例舗の既伎があり遡動偽梢テス

トで再規盤をもって有./..:ST低下を臨める佳例で，

岡崎に窓鋤脈遺修で疋術短.. "，あるい0"%以下の

狭吻でるり，'''TI心筋シシチグラフィーで軍需のむ筋

調官流の所見を示すものとした 今臨の対il.I.:I:.上自己を

満たす syndrome-X12例(捌位 :例，女性 "例}

平均年齢57.8土8雌(お腹-72怠}とした 負荷加TI

心筋シンテグラ 7，ーを災施した金例(1，例'"正常

心筋溜減所見を示した

s方涜

運動A拘テストはトレッドミルをIUい原則として

sn将官法による多険..ft荷とした 運動鍋街".コン

トロール(cn:)として過積慣の肉思副首のみで!各燕鴻負

荷前に 2曲以よ興扮‘した通常の内厳司区に加えて"'"。

凶ytJine(TIl)内a限後.憎0<由"“nc(N!f.)内.，~に同
繍の辺動ft待を行う Theophyllineは 1@2∞m，'

3回/固で内自民後2周回以降に実施，郎0同1Y l)j ne 1.:1: 

4ωmg( 阻役与後 2 時間、2時間後に柴崎，~凶y小

川副e使m陣".選勤前に際して，胸中温度を鍾認した

ωntrol. theophyHine.問。phylline内服による沓運動

負荷検貸の刷需は atrandomに。別々の固に策絡し

た 負術は盤技限界性であるが。目様心納歓，高度の

血圧上昇(240mmHg以上}通常より強い胸鮒症状等

を秘めたとζろで終?とずる 測定羽目It.各3幹に

おりる安鯵略。 STlmm変化する時点.llよぴ負荷鈴

了誼官旬{両最大負荷時》の白血1E.む納般 ダプルプログ

タト(J)J>)， ST低下U置とした判定およびj七般'"臼は，

各時点での血圧.."納r<.DP. ST変ヒ Sすが Imm

変化するまでの追起動制界M..医大 ST 変化~，予とした
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s ・・a
幽，に処るように..動負荷....u荷風色をもヲて

5T 低下 .示した怠た neophylline 血~.，貧 U. すべ
て有紛血中毒11岬絢 出 '.9可 Idl)~示した 盟露骨

時 ST-I由旬低下・..・大選動負得時の心網"し血医目

グプルプロダクト (0刊の結果を様』に示す T"で安

...の心納...血圧，DPI:ewに比し有窓に低い舗で

..ヲ1;:，I mrnST低下.での遭.醐符:.U，いずれも

有.，をはみられない鰻大温鋤耐"..:， T"に..い

てc"に比し有志に僧加した ，た 5T低下は，安俗

聞にすでにN"で陥他勝に比し有..な低下を示した

が。忽大 ST低下U逆に N"で有意に低い備を示し

た 51変化度でみると.N"では惚震に比し有怠に少

伝い度化であョた

S舗a・
~H. theo仰ylli嶋.:lonc・ctlnllのものを使庖し

たが，血中.. 貨の・Eがで8てい信いしかし conrol

に比し安"崎のa際業補費皐の低下.鍾決議働制啓量の

.. ・において問。phylllneと伺観の情調院を示した ま

た.ST /1下" 有効血中様障を十分に繍たした~.

phylU隅"与下に必いて，宥窓記改轡を策した しか

し...‘星彊，.化。s完全に前失した""でu，旨しまた

湿・耐事昼...削..においても他の銅告記みら仇

るような有窓な改.."示さむかヲた.さらに安勝崎の

STS化の鋭明もむずかしい A長縦割嶋による血管

(JI10
3
) ST 1mm dDP 

， 
初

" 
。

言 .. 
制

告"[
" 

白/0。

.レ4 F・島園田.0.17. 凹.，.. 

.・・'. " 12 14 tll 18 20(.，0
3
) 

柳川

陽 1STIfI同岡下がる.での1).". "Jtft(dUf・}
..に E闘岡の。 Y舗に2回目の事同時負荷
を司Rす.N現性は良い

反応.血埠分布.，町民加え，きらに'''''''00前 Xの負

荷"の術.にU.他の厨子も関わヲていること"・か

である現在.a削."""間前 Xの患者に心聞かテ

ーテル検査の陣。右!IIlMId喝負荷脅か".心電闘，盤

貌の，.滑に加え.=00同ry.inu・と動銀より同時係自

@行ない血統脂質系..，ぴ副m剖 M ・..同定し，

代舗の変化..拠伺帽"の変化..・闘しているさら

に.院句オlylUneの..，主により肉眼の経過を.ぺてい

る S""，~官官 X に.."るより".な術・を・・告する

.1 ./('~ーターのヨン 'ロ ルど uoph，lIIu(川.蜘e句.，tIllle(TlIt4Tの湿齢負荷鐘.. 

C割判f叫 N N明訓lylli閏 C閉山叫ーT τ、倒的llIne

安静骨 'T睡，ToI:(mVl 一目"士'.06 -O.&7:f:O.IZ" -0.28主0.12 -0.32主札H

世情崎心倒置"咽t/minl 102:f: 6 関土6 1回士暗 ...， 

安静崎血圧 (mmHR) '"士6 1却主，. '"土7 146:f:7・

安静崎 DP(XIO') '"士" '"士6 '白土日 140:f:16' 

， "明暗""下司直働耐容量 鑓畑土" 唱 団 4日宜輔 .. 曹主臼

I mmST低下両4湘散 1輔土4 ，~土畠 '騎士7 ".土品

ImmST低下時血伍 1市士畠 ，..土" "由主" "軍主E

I mmST値下時 DP(xIO') 副詞士" 2<.士" 2柑主" 調。::20

.大事勘耐容量 4抄} ~3土30 574:t!>1 お，.，. 日陣士".

屠大 STM.下直 -，四土0.13 -1.62土0.17' -1.8自土0.13 -2.1&土'"

最大心拍量 "姐士5 同51;3' 162:1:S ，..土6

.大血圧 ，..土S '"士4 1唖，.， E鮪土自

最大白P(xIO') E蝿土日 四2土日 現"n '"土却

岡山・_"'" -1 H士o.1. ー1.02士。 19" ー..副主札" -1.77士'.n
開 'ak-resl4l>l' (XIO'I t喧2:!:13 162:t 10 '"土"

日陣土日

. 1'<0・.. ・酬t叫 ・・ p<O.OIYS c酬 耐



予定である

s 文献

!) Erndin M， I'icano E， L削tal¥ziF aOO L'abbate 

A: Improved exer明 capacily州 h叫 e

ammo凶ylline3d同!lIStratiOflin pflt時ntswilh 

syndro同 X.]Am Cofl白 rdiol1989: 14 : 1450 
-1453 

2) Beme RM: The role of ad制併話。e川"陪 reKula

山岡 ofcoro師 ryblood Oow. Cire Res 1980; 
47: &07-813 

3) Cr芭aF. 1、pItaG， Galassi AR， et al: Comp3ra 

tive eff閃 tsof I除ophyllineand i醐 οrbide

dinitrate 01¥ cxerc拙 capacltym由 bleangina 

同ctoris.and theirπ腎chanismsof acti。礼 Am/

白 raiol1989 : 64 : 10舗 -1102

・， c担nnonRO. BOfIow RO. Bacharach SI... et al 
』けftventricular dysfunclion in palients wilh 

angma 開doris.normal epicadiaJ coronary 

…剛山nnalva叫 lalOrreserve 

Circu刷 1m1985 : 71 : 218-226 

5) Montorsi P. Manfredi 1¥1， Loa!di A， et al: Com 

pa.rlson of coronary v…叩明"

nif.必刷nein syndro冊 x .岬 Prinzmelal's

a・m・，..組側副。而s.Am j (A;dio/1989 ω 1198 
121.12 

6) u，)(rand V， H叫g50n1M. Ba!伺 EリR，ct al 

Abnonnal…伽…andabnormal 
radionuclid除制~，腿 t飽t rcsults in patien随

with oormal coronary an唱iograms.j Am ColI 

白 rd;ol1鎗5;6: 1245-1253 

7) Borto附 AS.H倍率 OM，Eberli FR. el al: Abnor 

同，，叩，，.…酬 d"岬 … "
paticnts with ""rmal coronary arteries and -…"酬 reserve.Circ.川
1甥9:79: 516-527 

む 腿 Vol.27 SUPPL.5 (J鈴5) 99 

8)野原隆司!奥図網実i 隠か S抑!dromeXは.. 血

色心絞態か一心..能(VEST)鎚よぴ代劇作目)

からみた倹肘 心服 1鈎 3:25(Sゅplll:122-

'" 9)c.帥帥 RO:Aminu凶 yllinef，併叫川脚

"Robin 11000-effects? jAOC ]989: 1.f : 1454-

1455 

10) Picano E， Pogllani M. Lattal1zi F. oi拭髄nleA 

and L'Abbate A: J::xerci挺'"泊cilyafter acule 

am，"同，h，川内eadministration In illlKina pcctor 
is. Am j (Ard;o!1989: 63: 14-16 

"'泊ndinM， P回附F:，Lattanti F al1d L>abbate 
A: Improved e~釘"Cise capacity wi山 IIcute

aminophyl肘憎 administrationin阿倍nlSwilll 

sYl1dro町、eX.JAmCoIIC辺nlicl1989: 14 : 1450 

-1453 

12) Crea P. I'u仰 taC， Gala圃 AR.etal:Effecls of 

theu凶 ylline 側、 e~erCise 加duced myocardial 

iSChemia. Lonctl 1989 :伺悶飽6

13) Picano E， Poglia刷 M.Latlan剖 F.Dista向'"
帥 dL他国leA! Exerci鶴 capacilyafter acute 

aminuphy山>eIIdministratJon in angin制限clor

i邑 Amj Co.ra，'QI 1989; 63: 14-16 
]4) Hcller GV. Harboo.町 M、1，Dweik R. Coming 11， 

MccJellan JR and Galb回 CE:Effect舗。fintra 

vcnous theuphyll川崎 011e~erc 崎川ducedm)。

cardlal ischemia. 1. 1m抑"削除問蹴hemic
此貨を舗hold.j Am 0.11 C初dωI]993: 21 : 1075 

"79 
15) Maseri A. Crca F. Kaski JC and Crake T 

Mechan凶msof a.n唱ina防ctorlsin syOOro町.x
j Am CoIl白 raioll99に 17: ~99-5時

16) Crca F. I、upitaG. Gala路・ AR.et al: Role 01 

.d山 inein pat叫叩悶 01anginal pain. 

Ci，culolilJn 1990 : 8] : 164-112 



第祖 国循 環器負荷研究会

日開平成6年'"5目

会制島東京精エ会"所箇際会総掛

省隆人 tttll正怖{慌マリアンナ医科大学}


